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巨大な調理器具、最新の厨房機器にびっくり
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快
適
で
安
全
に
住
め
る

ま
ち
づ
く
り

●
情
報
通
信
基
盤
の
整
備

　

超
高
精
細
度
映
像
（
４
Ｋ･

８
Ｋ
）

に
対
応
す
る
た
め
、
織
田
地
区
ケ
ー
ブ

ル
線
の
光
化
の
調
査
設
計
を
行
い
ま
し

た
。
越
前
地
区
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
用

機
器
も
更
改
し
、
テ
レ
ビ
放
送
の
安
定

供
給
を
図
り
ま
し
た
。

	

５
，６
１
０
万
６
千
円

●
人
に
優
し
い
道
路
網
の
整
備

　
安
全
・
安
心
に
通
行
で
き
る
道
路
を

確
保
す
る
た
め
、
国
の
補
助
金
を
活
用

し
、
町
道
の
改
良
や
維
持
補
修
、
消
雪

設
備
の
整
備
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

	

６
億
１
，５
５
８
万
５
千
円

●
大
雪
災
害
に
備
え
た
除
雪
対
策
の
強
化	

　

平
成
30
年
2
月
豪
雪
級
の
大
雪
に
備

え
る
た
め
、
新
た
な
除
雪
用
建
設
車
両

の
購
入
や
除
雪
車
両
の
整
備
を
行
い
、
冬

期
間
の
交
通
安
全
確
保
を
図
り
ま
し
た
。

９
，２
８
１
万
円

誰
も
が
健
康
で
暮
ら
し
や
す
さ

を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

●
子
育
て
環
境
の
充
実

　
西
徳
寺
保
育
園
が
認
定
こ
ど
も
園
へ

移
行
す
る
こ
と
に
伴
い
、
国
・
県
の
交

付
金
な
ど
を
活
用
し
、
園
の
移
転
新
築

に
要
す
る
費
用
を
補
助
し
ま
し
た
。

２
，４
８
９
万
６
千
円

●
子
育
て
支
援
の
充
実

　
織
田
児
童
館
を
織
田
保
育
所
の
隣
に

新
築
・
移
転
し
て
児
童
の
健
全
な
育
成

●
国
際
的
・
全
国
的
な
ス
ポ
ー
ツ

交
流
の
推
進

　
「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
」
ホ
ッ

ケ
ー
競
技
の
開
催
費
を
補
助
し
、
円

滑
な
競
技
運
営
を
支
援
し
ま
し
た
。

（
結
果
は
競
技
別
天
皇
杯
・
皇
后
杯
を

獲
得
）	

３
，２
２
６
万
１
千
円

人
と
仕
事
の
活
力
　
　
　

み
な
ぎ
る
ま
ち
づ
く
り

●
農
業
生
産
基
盤
の
整
備	

　

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
有
害
鳥
獣
に
よ

る
農
作
物
へ
の
被
害
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
、
電
気
柵
な
ど
の
設
置
を
中
心
に

捕
獲
活
動
と
組
み
合
わ
せ
た
総
合
的

な
被
害
防
止
対
策
を
実
施
し
ま
し
た
。

３
，８
０
１
万
円

●
越
前
陶
芸
村
の
多
面
的
な
活
用

　

越
前
焼
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

越
前
古
窯
博
物
館
周
辺
の
環
境
整
備

や
再
開
発
の
た
め
の
土
地
建
物
を
購

入
し
、
再
整
備
に
向
け
た
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。２

，９
８
９
万
７
千
円

環
境
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

４
，９
３
５
万
６
千
円

●
子
育
て
支
援
体
制
の
強
化

　
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ

た
り
、
家
庭
訪
問
や
保
健
指
導
、
相
談

援
助
な
ど
の
切
れ
目
な
い
支
援
を
行
い

ま
し
た
。	

３
３
７
万
６
千
円

人
が
輝
き
豊
か
な
心
が
　
　

満
ち
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

●
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
統
廃
合	

　

統
合
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
稼
動

に
向
け
、
施
設
の
建
築
工
事
や
機
械

設
備
・
厨
房
設
備
な
ど
の
整
備
や
、
給

食
運
搬
車
の
購
入
を
行
い
ま
し
た
。

	

11
億
３
，２
８
３
万
８
千
円

個
性
豊
か
で
　
　
　
　
　
　

誇
り
の
も
て
る
ま
ち
づ
く
り

●
文
化
財
的
資
源
の
活
用

　

幕
末
明
治
福
井
１
５
０
年
博
の
一

環
と
し
て
、町
立
図
書
館
な
ど
で「
幕

末
明
治
マ
ン
ガ
フ
ェ
ア
」
を
、
織
田

文
化
歴
史
館
で
企
画
展
「
幕
末
明
治

の
越
前
町
」
を
開
催
し
、
歴
史
愛
好

者
の
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

２
９
３
万
５
千
円

●
観
光
客
の
受
入
体
制
の
充
実

　
「
お
も
て
な
し
商
業
エ
リ
ア
」
に

お
け
る
個
人
店
舗
の
改
修
費
用
や
、

小
規
模
事
業
者
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済

端
末
機
の
導
入
に
要
し
た
費
用
に
対

し
て
補
助
を
行
い
ま
し
た
。

１
，８
５
３
万
７
千
円

町
民
に
開
か
れ
た
　
　
　
　

健
全
行
財
政
の
ま
ち
づ
く
り

●
行
政
拠
点
施
設
の
整
備	

　

防
災
拠
点
機
能
を
備
え
、
町
民
の

安
全
と
安
心
を
守
り
、
町
民
が
利
用

し
や
す
い
越
前
町
役
場
新
庁
舎
建
設

の
付
帯
工
事
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

１
億
７
，４
０
１
万
１
千
円

特		集

　

平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
歳
入
総
額

は
２
１
６
億
６
２
１
万
７
千
円
で
、
前
年
度
よ
り
１
億
３
，９
８
１
万
７
千
円

の
増
、
歳
出
総
額
は
２
０
８
億
８
，８
８
４
万
３
千
円
で
、
前
年
度
よ
り
３
億

２
，９
９
６
万
８
千
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額

を
差
し
引
い
た
収
支
は
、
７
億
１
，７
３
７
万
４
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
、教
育
や
福
祉
、
土
木
な
ど
一
般
的
な
行
政
運
営
を
ま
か
な
う
一
般
会

計
で
は
、歳
入
が
１
４
４
億
５
７
５
万
５
千
円
で
、
前
年
度
よ
り
２
億
６
，４
５
７

万
２
千
円
の
増
（
１
．９
％
増
）、
歳
出
が
１
３
６
億
５
，７
５
８
万
６
千
円
で
、

前
年
度
よ
り
５
億
５
，１
５
５
万
７
千
円
の
減
（
４
．２
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
、
前
年
度

と
比
べ
て
２
億
６
，４
５
７
万
２
千
円

増
加
し
ま
し
た
。

　
増
加
し
た
要
因
と
し
て
、
統
合
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
や
本
庁
舎
整
備
に

伴
う
起
債
の
借
り
入
れ
な
ど
に
よ
り
、

町
債
が
７
億
６
，８
９
０
万
円
の
増

（
73
．０
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
が
増

加
し
た
こ
と
に
よ
り
、繰
越
金
が
２
億

１
，２
８
０
万
３
千
円
の
増（
25
．９
％

増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
歳
出
総
額
は
、
前
年
度

と
比
べ
て
５
億
５
，１
５
５
万
７
千
円

増
加
し
ま
し
た
。

　
増
加
し
た
要
因
と
し
て
、
統
合
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
や
本
庁
舎
整
備

な
ど
大
型
事
業
を
行
っ
た
こ
と
で
、
普

通
建
設
事
業
費
が
６
億
８
，７
５
０
万

７
千
円
の
増
（
35
．３
％
増
）
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
２
月
豪
雪
に
伴

う
除
雪
関
連
経
費
の
減
に
よ
り
、
維
持

補
修
費
は
２
億
３
９
万
１
千
円
の
減

（
49
．８
％
減
）
と
な
り
ま
し
た
が
、
平

成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
る
町
道
や
河
川
、

林
道
な
ど
災
害
復
旧
事
業
に
よ
り
、
災

害
復
旧
事
業
費
が
５
，３
２
６
万
２
千

円
の
増
（
２
６
０
９
．６
％
増
）
と
な

り
ま
し
た
。

全
会
計
の
決
算
状
況

一
般
会
計
・
歳
入
決
算
の
状
況

一
般
会
計
・
歳
出
決
算
の
状
況

（単位：千円）

区　　分　

　会　　計　

歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出
差引残額

（A）ー（B）（A） 対前年度比
（%） （B） 対前年度比

（%）

一　般　会　計 14,405,755 1.9 13,657,586 4.2 748,169

特
　
　
　
別
　
　
　
会
　
　
　
計

国 民 健 康 保 険 事 業 2,369,456 ▲ 8.3 2,329,382 ▲ 8.7 40,074

介 護 保 険 事 業 2,354,075 0.7 2,299,104 ▲ 0.7 54,971

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 268,604 7.9 268,209 9.5 395

簡 易 水 道 事 業 468,298 20.2 462,794 20.0 5,504

公 共 下 水 道 事 業 613,795 ▲ 7.3 607,679 ▲ 7.2 6,116

集 落 排 水 事 業 317,676 ▲ 5.4 312,745 ▲ 5.5 4,931

温 泉 事 業 29,554 10.7 28,029 5.7 1,525

農林漁業体験実習館事業 25,813 2.7 25,813 2.7 0

土 地 区 画 整 理 事 業 18,144 ▲ 71.7 18,144 ▲ 71.7 0

企
業
会
計

上水道事業
収益的収支 275,211 1.8 269,840 3.5 5,371

資本的収支 80,940 1,075.3 149,220 ▲ 2.4 ▲ 68,280

国民健康保
険病院事業

収益的収支 328,520 0.5 320,173 ▲ 0.0 8,347

資本的収支 50,376 9.9 140,125 14.6 ▲ 89,749

合　　　　　計 21,606,217 0.7 20,888,843 1.6 717,374

歳  入
144億575万5千円

一般会計

町税
24億1,154万5千円
（16.7％）

自主財源
47億6,863万4千円 
（31.2%）

依存財源
99億943万9千円 
（68.8％）

地方交付税
55億1,892万6千円
（38.3%）

繰越金
10億3,515万5千円（7.2％）

分担金及び負担金
2億6,375万3千円（1.8％）

繰入金
3億4,689万6千円（2.4％）

諸収入
2億2,876万3千円（1.6％）

使用料及び手数料
8,129万3千円（0.6％）

財産収入  1億670万9千円（0.7％）

寄付金  2,220万2千円（0.2％）

地方譲与税
1億1,541万5千円（0.8％）

地方消費税交付金
3億6,904万3千円（2.6％）

交通安全対策特別交付金
156万8千円（0.0％）
株式等譲渡所得割交付金
897万円（0.1％）
配当割交付金
1,041万2千円（0.1％）
利子割交付金
546万9千円（0.0％）
地方特例交付金
867万8千円（0.1％）
自動車取得税交付金
4,026万6千円（0.3％）

国庫支出金
10億7,156万5千円
（7.4%）

県支出金
9億3,722万7千円
（6.5%）

町債
18億2,190万円
（12.6%）

歳  出
136億5,758万6千円

一般会計

［性質別］

人件費
18億1,866万2千円
（13.3%）

扶助費
18億7,258万3千円
（13.7%）

公債費
12億7,059万8千円

（9.3%）

義務的経費
49億6,184万3千円
（36.3％）

投資的経費
26億8,792万3千円
（19.7％）

その他の経費
60億782万円
（46.0％）

補助費等
21億4,643万9千円
（15.7%）

繰出金
14億3,316万4千円
（10.5%）

普通建設事業費
26億3262万円
（19.3%）

物件費
16億4,261万1千円
（12.0%）

災害復旧費
5,530万3千円
（0.4%）

維持補修費
2億208万3千円
（1.5%）

積立金
5億4,192万3千円
（4.0%）

貸付金
4,160万円
（0.3%）

（　）構成比

※決算額の千円未満を四捨五入しています。

▲成年男子決勝戦

▲織田児童館▲統合学校給食センター

わたしたちの予算が
「まちづくり」のためにどの
ように使われた（決算）かを報告します。わたしたちの「越前町」の決算報告平成

30年度

▲建設中の新庁舎
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健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
は
、
地

方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律

に
よ
り
、
各
年
度
決
算
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
比
率
に
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
早
期

健
全
化
基
準
や
経
営
健
全
化
基
準
が
あ
り
ま
す
。

比
率
の
い
ず
れ
か
が
基
準
を
超
え
た
場
合
は
、
財

政
健
全
化
計
画
や
経
営
健
全
化
計
画
を
策
定
し
、

財
政
の
早
期
健
全
化
や
公
営
企
業
の
経
営
の
健

全
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
越
前
町
の
平
成
30
年
度
決
算
で
は
す
べ
て
の

比
率
が
基
準
を
下
回
り
、財
政
は「
健
全
」と
な
っ

て
い
ま
す
。

平成30年度決算の越前町の財政指標

財政指標区分 越前町 早期健全化
基準

財政再生
基準

実 質 赤 字 比 率 黒字のため健全 13.84% 20.0%

連結実質赤字比率 黒字のため健全 18.84% 30.0%

資 金 不 足 比 率 全会計で
資金不足無し 20.0% ―

実 質 公 債 費 比 率 8.7% 25.0% 35.0%

将 来 負 担 比 率 9.8% 350.0% ―

財
政
状
況

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

平
成
30
年
度
決
算
の
健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
は「
健
全
」

　
「
実
質
公
債
費
比
率
」
と
は
、
町
債
（
借
金
）

の
返
済
額
な
ど
が
標
準
財
政
規
模
（
※
）
に
占

め
る
割
合
で
す
。
町
債
の
返
済
額
な
ど
に
は
、

一
般
会
計
だ
け
で
な
く
、
上
下
水
道
・
病
院
の

公
営
企
業
会
計
、
ご
み
・
し
尿
処
理
や
消
防
の

業
務
を
行
う
一
部
事
務
組
合
に
対
す
る
町
か
ら

の
負
担
金
の
う
ち
、
団
体
の
借
金
の
返
済
に
充

て
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
額
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
、
町
に
対
す
る
借
金
に

関
係
す
る
負
担
が
大
き
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
借
金
の
繰
り
上
げ
返
済

や
金
利
の
低
い
借
金
へ
の
借
り
換
え
、
事
業
の

計
画
的
な
実
施
に
よ
り
借
金
を
減
ら
し
て
き
ま

し
た
。

　
平
成
30
年
度
か
ら
大
型
事
業
で
あ
る
、
道
の

駅
「
越
前
」
改
修
事
業
や
防
災
行
政
無
線
整
備

事
業
の
起
債
償
還
が
始
ま
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
実
質
公
債
費
比
率
は
、
平
成
30
年
度
決

算
で
は
８
．７
％
と
な
り
、
前
年
度
と
比
べ
０
．

５
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
ま
し
た
。

（
※
）	町
税
や
普
通
交
付
税
、
各
種
譲
与
税
・
交

付
金
な
ど
、
使
途
が
限
定
さ
れ
な
い
通

常
の
年
間
収
入
の
合
計
額

　
「
将
来
負
担
比
率
」
と
は
、将
来
負
担
額
（
町

ト
ー
タ
ル
の
借
金
額
）
が
標
準
財
政
規
模
に
占

め
る
割
合
で
す
。
将
来
負
担
額
は
、
次
の
も
の

な
ど
の
合
計
で
す
。

◦
町
債
（
借
金
）
の
残
高

◦
上
下
水
道
・
病
院
の
公
営
企
業
会
計
の
借
金
の

返
済
に
充
て
る
一
般
会
計
な
ど
の
負
担
見
込
額

◦
職
員
の
退
職
手
当
支
給
予
定
額

　
一
方
、
基
金
（
貯
金
）
の
残
高
な
ど
、
充
当

可
能
財
源
が
あ
れ
ば
、
将
来
負
担
額
か
ら
控
除

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
、
現
在
背
負
っ
て
い

る
借
金
な
ど
が
将
来
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性

が
高
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
町
債
の
残
高
の
縮
減
や
財
政
調
整

基
金
へ
の
積
立
て
に
よ
り
将
来
的
な
負
担
の
軽

減
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
将
来
負
担
比
率
は
、
平
成
30
年

度
決
算
で
は
９
．８
％
と
な
り
、
平
成
19
年
度

と
比
べ
１
４
１
．６
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
前
年
度
と
比
べ
た
と
こ
ろ
、
統
合
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
な
ど
大
型
事
業
の

実
施
よ
り
起
債
残
高
が
増
加
し
た
た
め
、
２
．

６
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
ま
し
た
。

実
質
公
債
費
比
率
は	

８
．７
％

将
来
負
担
比
率
は
９
．８
％

　
9
月
補
正
予
算
の
補
正
額
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

【
主
な
補
正
内
容
】

▪
消
費
税
率
の
引
上
げ
に
あ
わ
せ
、
所

得
の
低
い
人
や
子
育
て
世
代
の
消
費

に
与
え
る
影
響
を
緩
和
す
る
目
的
に
、

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
に
要
す
る

経
費
を
計
上

（
１
億
２
，０
３
６
万
７
千
円
）

▪
老
朽
化
し
た
未
利
用
た
め
池
の
緊
急

防
災
対
策
実
施
計
画
の
策
定
委
託
料

等
を
計
上	

（
１
，１
４
０
万
円
）

▪
幹
線
町
道
の
長
寿
命
化
や
維
持
に
係

る
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
縮
減

を
図
る
た
め
の
舗
装
改
良
に
要
す
る

費
用
を
計
上	

（
３
，５
０
０
万
円
）

令和元年度9月補正予算の概要
予算規模

補正前予算額 補正額 補正後予算額

一 般
会 計 140億4,900万4千円 2億1,558万6千円 142億6,459万円

特 別
会 計 66億2,182万5千円 6,235万4千円 66億8,417万9千円

事 業
会 計 8億6,352万4千円 133万円 8億6,485万4千円

合 計 215億3,435万3千円 2億7,907万円 218億1,362万3千円

越前かに太郎の家計簿
収　入 支　出
①給料	 241万円
・町税（町民税や固定資産税など、みなさんから納められた税金）

①生活費	 561万円
・人件費（各種委員の報酬や職員給与に係るお金）
・物件費（施設の管理費や事業の委託料など）
・補助費等（団体などに対する負担金や補助金）

③貯金の取崩し	 35万円
・繰入金（町が積み立てているお金（基金）の取崩しや特別会計・
企業会計から受け入れるお金）

③借金の返済金	 127万円
・公債費（町債の元金及び利子の支払いに係るお金）

⑤修繕費	 20万円
・維持補修費（町の施設の修繕に係るお金）

⑦貯金	 54万円
・積立金（基金に積み立てるお金）

⑧知人への貸付金	 4万円
・貸付金（団体などに対し貸し付けるお金）

④前年度の残金	 104万円
・繰越金（前年度決算からの繰越金）

④家の増築や車の購入費	 269万円
・普通建設事業費（町の施設や道路などの新・増築や大規模な設
備の購入に係るお金）

・災害復旧費

小計（A）　※自主財源	 450万円

小計（B）　※依存財源	 991万円

収入合計	（A）＋（B）	 1	,441万円 支出合計	 1,366万円

②財産・臨時収入	 70万円
・使用料（町の施設や設備の利用料など）
・負担金（町の事業で利便を受ける人が負担するお金）
・諸収入（貸付金の元利収入や団体・個人からの負担金など）
・財産収入（町の土地などの売却代金）
・寄附金（個人や団体から寄附されるお金）

②医療費	 187万円
・扶助費（子どもや高齢者､ 障がい者の福祉などに係るお金）

⑤支援金	 809万円
・地方交付税（国から交付されるお金）
・国 ･県からの補助金（法律などに基づく交付金や事業の実施に
対する補助金）

⑥子どもへの仕送り	 144万円
・繰出金（特別会計や事業会計に支出されるお金）

⑥借入れ	 182万円
・町債（銀行などからの借金）

町
債（
借
金
）と
基
金（
貯
金
）の
年
度
末
現
在
高
の
推
移

0

5000

10000

15000

20000

25000

30000

35000

40000
（百万円）

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成23年度平成22年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度
（年度末）

平成24年度

36,511

平成30年度平成29年度

17,487

17,628

町債現在高 基金現在高

ピーク時から約190億円の減

7,009 5,736 4,692 4,492 4,732 4,513 4,965 5,291 5,446 6,212 6,825 6,935 6,587

35,461 33,099 32,061 30,354 28,104 26,075 24,618

22,544 21,211 19,996 18,627
6,799

　

平
成
30
年
度
末
の
一
般
会
計
、

特
別
会
計
、
企
業
会
計
を
合
わ

せ
た
町
債（
借
金
）の
現
在
高
は

１
７
４
億
８
，６
６
２
万
４
千
円

で
前
年
度
よ
り
１
億
４
，
１
７
５

万
５
千
円
の
減
少
、基
金
（
貯
金
）

の
現
在
高
は
６
７
億
９
，８
５
０

万
４
千
円
で
前
年
度
よ
り
２
億

１
，１
９
３
万
７
千
円
の
増
加
と

な
り
ま
し
た
。

　

町
債
の
発
行（
借
金
）は
、
元

利
償
還
金（
返
済
金
）
を
上
回

ら
な
い
よ
う
、
計
画
的
に
事
業

を
実
施
す
る
な
ど
、
町
債
現
在

高
を
着
実
に
減
少
さ
せ
、
財

政
の
健
全
化
を
進
め
て
い
ま
す
。	

　
ま
た
、
基
金
は
、
地
方
財
政
法

に
基
づ
き
、
前
年
度
の
余
剰
金
の

半
分
を
積
み
立
て
る
こ
と
に
よ
り
、

事
業
の
実
施
や
収
入
の
減
少
な
ど
、

将
来
的
な
財
政
負
担
に
備
え
て
い

ま
す
。

町民1人あたり現在高

町債（借金）	約81万円

基金（貯金）	約32万円
※それぞれの現在高を、平成30年度末の
越前町の住民基本台帳人口21,519人で
割って算出しています。

特		集

前ページの「平成30年度一般会計決算の歳入額と歳出額（性質別）」を
1,000分の1にし、「越前かに太郎」の1年間の家計に置き換えてみました。
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8
月
25
日
に
Ａ
Ｗ‒

１
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ

（
越
前
市
）
で
第
48
回
福
井
県
少
年
少
女
剣
道

練
成
武
生
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
団
体
戦
で
、
越
前
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
が
見
事

初
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。
団
体
戦
で
大
将
だ
っ

た
矢
田
部
晄
さ
ん
は
「
去
年
は
準
決
勝
で
負
け

て
悔
し
い
思
い
を
し
た
。
優
勝
目
指
し
て
稽
古

に
励
ん
で
き
た
の
で
、
そ
の
成
果
が
発
揮
で

き
、
優
勝
で
き
て
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。」
と

喜
び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
個
人
戦
で
も
町
内
の
剣
道
ク
ラ
ブ
で

活
動
す
る
選
手
た
ち
が
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収

め
ま
し
た
。

大
会
結
果

　
団
体
戦
　
男
子
の
部

　
　
優
　
勝　
越
前
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ

　
　
　
先
鋒　
岩
﨑　
吏
生
（
城
崎
小
4
年
）

　
　
　
次
鋒　
山
本　
優
心
（
城
崎
小
4
年
）

　
　
　
中
堅　
森
下　
和
大
（
城
崎
小
6
年
）

　
　
　
副
将　
山
口　
海
司
（
四
ヶ
浦
小
4
年
）

　
　
　
大
将　
矢
田
部　
晄
（
織
田
小
6
年
）

　
個
人
戦

　
　
優
　
勝　
明
石　
尚
大
（
城
崎
小
4
年
）

　
　
準
優
勝　
荒
木　
駿
平
（
四
ヶ
浦
小
4
年
）

　
　
第
3
位　
橋
詰　
　
碧
（
四
ヶ
浦
小
5
年
）

第
48
回
福
井
県
少
年
少
女
剣
道
錬
成
武
生
大
会

　
7
月
28
日
、
織
田
中
央
公
園
弓
道
場
で
、
第

30
回
織
田
信
長
杯
弓
道
大
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
38
チ
ー
ム
１
１
２
人
が
参
加
し
、
団
体

戦
と
個
人
戦
を
行
い
ま
し
た
。

大
会
結
果

　
団
体
の
部

　
　
優
　
勝　
丹
生
Ｂ

　
　
準
優
勝　
越
前
市
Ｃ

　
　
第
3
位　
ふ
く
ふ
く
福
神
漬
け

　
個
人
の
部
（
男
子
）

　
　
第
4
位　
山
田　
恭
輔　

　
個
人
の
部
（
女
子
）

　
　
優
　
勝　
伊
部
あ
み
か　

　
　
準
優
勝　
高
島　
敦
子　

　
　
第
4
位　
藤
井　
　
愛

　
　
第
5
位　
品
川　
麻
衣

　
8
月
17
日
か
ら
19
日
、
滋
賀
県
立
伊
吹
運
動

場
と
米
原
市
伊
吹
第
1
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
Ｊ
Ｏ

Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
第
49
回
全

日
本
中
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

全
国
各
地
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
男
子
24

チ
ー
ム
、
女
子
24
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ

る
中
、
朝
日
中
男
子
・
女
子
、
織
田
中
女
子
が

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し
ま
し
た
。

　

朝
日
中
男
子
は
、
試
合
を
着
実
に
勝
利
し
、

準
決
勝
で
伊
吹
山
中
学
校
と
対
戦
、
接
戦
の
末

惜
し
く
も
敗
れ
、3
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

大
会
結
果

　
男
子
の
部

　
　

3
　
位　
朝
日
中
学
校
男
子
ホ
ッ
ケ
ー
部

第
30
回
織
田
信
長
杯
弓
道
大
会

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
第
49
回
全
日
本
中
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

▲団体の部で優勝した丹生Bのみなさん ▲3位入賞した朝日中学校男子のみなさん

▲入賞した荒木さん（左）、明石さん（中央）、橋詰さん（右）▲避難先受入れ訓練の様子 ▲優勝した越前少年剣道クラブのみなさん▲スクリーニング訓練の様子

▲優勝した朝日野球スポーツ少年団のみなさん

　
8
月
10
日
、
11
日
、
17
日
の
3
日
間
、
県
営

球
技
場
と
福
井
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ス
タ
ジ
ア
ム
で

福
井
県
知
事
杯
第
50
回
記
念
学
童
野
球
選
手
権

大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

各
支
部
の
予
選
を
勝
ち
上
が
っ
て
き
た
28

チ
ー
ム
が
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

　
丹
生
支
部
か
ら
勝
ち
上
が
っ
た
朝
日
野
球
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
初
戦
か
ら
安
定
し
た
力
を

見
せ
、
優
勝
を
勝
ち
取
り
、
県
内
１
０
６
チ
ー

ム
の
頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
朝
日
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、

10
月
19
日
、
20
日
に
石
川
県
で
開
か
れ
る
松
井

秀
喜
旗
争
奪
第
15
回
学
童
野
球
大
会
に
、
福
井

県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。
町
民
の
み
な
さ

ん
の
温
か
い
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
し
ま
す
。

大
会
結
果

　
1
回
戦

　　
朝
日		

5
－
0		

芦
原
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　
　
　
　

	（
あ
わ
ら
市
）

　
2
回
戦

　　
朝
日		

7
－
2		

酒
生
ベ
ア
ー
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　

	（
福
井
市
）

　
3
回
戦

　　
朝
日		

12
－
1		

有
終
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　

	（
大
野
市
）

　
準
決
勝

　　
朝
日		

7
－
0		

社
南
ビ
ク
ト
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　

	　
（
福
井
市
）

　
決
　
勝

　　
朝
日		

8
－
0		

鳥
羽
野
球
部

　
　
　
　
　
　
　
　

	（
鯖
江
市
）

朝
日
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団　
福
井
県
知
事
杯
初
優
勝

　
8
月
30
日
、
31
日
の
2
日
間
、
福
井
県
原
子

力
総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
は
、
朝
9
時
に
若
狭
湾
を
震
源
と
す
る

震
度
6
強
の
地
震
が
発
生
し
、
美
浜
発
電
所
の

外
部
電
源
が
失
わ
れ
、
放
射
性
物
質
が
放
出
し

た
と
い
う
想
定
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
1
日
目
は
、
町
災
害
対
策
本
部
を
開

き
、
地
震
に
よ
る
被
害
状
況
と
初
動
体
制
に
つ

い
て
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
美
浜
原
子
力
防

災
セ
ン
タ
ー
、
福
井
県
庁
と
Ｔ
Ｖ
会
議
を
行

い
、
発
電
所
の
事
故
状
況
に
つ
い
て
情
報
を
共

有
し
た
後
、
そ
の
後
の
避
難
体
制
を
話
し
合
い

ま
し
た
。

　

訓
練
2
日
目
は
、
町
民
が
参
加
し
た
訓
練

で
、
防
災
無
線
の
放
送
を
聞
い
て
、
建
物
内
に

避
難
す
る
屋
内
退
避
訓
練
と
、
受
入
れ
先
と

な
っ
て
い
る
坂
井
市
へ
避
難
す
る
広
域
避
難
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。

　
広
域
避
難
訓
練
は
、
町
で
は
初
め
て
実
施
さ

れ
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
服
用（
ア
メ
で
代
用
）や

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
・
除
染
を
体
験
す
る
な
ど
、

原
子
力
災
害
時
に
避
難
住
民
が
と
る
べ
き
行
動

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

訓
練
に
参
加
し
た
町
民
か
ら
は
、「
一
連
の

流
れ
を
確
認
で
き
た
」、「
地
域
の
つ
な
が
り
を

確
認
で
き
た
」
と
多
く
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。 福

井
県
原
子
力
総
合
防
災
訓
練　
～
坂
井
市
へ
の
広
域
避
難
を
体
験
～

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s
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クイズ  マイ難問? !
マイナンバー制度は、社会保障（健康保険や年金など）と税の分野
でのみ利用され、他のことでは利用できない？   〇？  ×？

マイナンバーに関する疑問をクイズ形式で解決します。マイナちゃんの　 ポイントマイナンバー クイズの答え　×
マイナンバーは、災害の分野でも利用さ
れ、被災者台帳の作成や給付金の支給時
の本人確認での利用が想定されています。

ワン

今月のマイナンバーカード休日交付窓口は、10月27日（日）です。
ご予約は、25日（金）までに住民環境課（☎34–8708）へお願いします。

工事等発注一覧（予定価格250万円以上）  8月16日～9月15日

問合せ先　監理課　 ☎34‒8719

工　　　事　　　等　　　名 地　係 請負金額 請負業者名 主管課
令和元年度  織田地区ケーブルテレビ光化促進工事監理業務委託 織田地区 5,830,000 ㈱無線放送設計事務所

北陸事業所 情報統計室

令和元年度  県単独補助（林道）事業 林道越前西部２号線法面保全工事 上 山 中 2,359,500 オタ建設㈱ 農林水産課

令和元年度  県単独補助（林道）事業 林道越前西部３号線法面保全工事 笈 松 2,728,000 オタ建設㈱ 農林水産課

令和元年度  県単独補助（林道）事業 ふるさと林道厨～小曽原線法面保全工事 厨 4,906,000 ㈱四ヶ浦建設 農林水産課

令和元年度  茂原地区県単治山工事 茂 原 4,730,000 橋本建設㈱ 農林水産課

令和元年度  県単独補助（林道）事業 越前西部３号線災害復旧工事 茗 荷 6,083,000 ㈱伊部建設 農林水産課

令和元年度  アクティブハウス越前ろ過機修繕工事 厨 2,420,000 橋本建設㈱ 商工観光課

令和元年度  町道学校線道路維持補修工事 上 糸 生 3,080,000 橋本建設㈱ 建 設 課

令和元年度  茂原地区土砂排水処理施設整備工事 茂 原 4,400,000 橋本建設㈱ 建 設 課

令和元年度  町道沖田・笈松線道路舗装工事 細 野 4,675,000 山中建設㈱ 建 設 課

令和元年度  町道上野・蟬口線用地測量業務 上野・野 3,784,000 ㈱サンワコン 建 設 課

令和元年度  血ヶ平地区送水ポンプ場建設工事 血 ヶ 平 28,446,000 ㈱大生 上下水道課

令和元年度  血ヶ平地区送水管布設工事 血 ヶ 平 27,181,000 ㈱大生 上下水道課

令和元年度  梅浦川取水施設取水管移設工事 梅 浦 2,871,000 岬建設㈱ 上下水道課

消防署からのお知らせ
I n f o r m a t i o n  f r o m  f i r e  d e p a r t m e n t

地域のヒーロー	越前消防団員	募集中！

～あなたの命を守る住宅用火災警報器～

　現在、越前消防団では会社員、
自営業、学生などさまざまな職
種の人を消防団員として募集し
ています。

◦越前町内に居住または勤
務されている人

◦年齢18歳以上の健康な人
（高校生は除く）

入　団　資　格

問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防署	 丹 生 分 署　☎36‒0119
	 朝日分遣所　☎34‒0119
	 越前分遣所　☎37‒0119
	 http://www.fd-sabaenyu.jp/

住宅用火災警報器は設置してから年数が経過すると電池切れもしくは
電子機器の劣化が予想されます。日頃から点検を行ってください。
※点検方法は各メーカーの取り扱い説明書を参考にしてください。

大好きな越前町を守りたい

　
8
月
30
日
、
9
月
3
日
、
内
藤
町
長
ら
が
長

寿
者
の
お
宅
を
訪
問
し
、
お
祝
い
の
記
念
品
を

贈
り
ま
し
た
。

　
今
回
お
伺
い
し
た
み
な
さ
ん
は
、
今
も
現
役

で
農
作
業
や
趣
味
の
こ
と
を
さ
れ
て
い
る
人
が

多
く
、
い
き
い
き
と
過
ご
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
町
長
が
「
ま
す
ま
す
元
気
で
長
生
き
し
て
く

だ
さ
い
」
と
声
を
か
け
る
と
、
は
つ
ら
つ
し
た

様
子
で
、
自
分
な
り
の
長
寿
の
秘
訣
を
話
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

今
年
、
町
内
で
１
０
０
歳
を
迎
え
た
人

は
、
18
人
、
米
寿（
88
歳
）
を
迎
え
た
人
は
、

１
５
３
人
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

長
寿
の
み
な
さ
ん
を
慶
祝
訪
問
し
ま
し
た

▲米寿を迎えられた北嶋二三郎さん、スミエさんご夫妻

▲調理体験の様子

　
8
月
18
日
、
町
母
子
寡
婦
福
祉
会
が
主
催
す

る
「
子
ど
も
と
町
長
の
つ
ど
い
」
が
開
か
れ
、

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子
19
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
初
は
、
琵
琶
湖
バ
レ
イ
に
行
く
予
定
で
し

た
が
、
交
通
渋
滞
を
考
慮
し
、
芝
政
へ
出
か
け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

子
ど
も
た
ち
は
内
藤
町
長
と
一
緒
に
い
ろ
い
ろ

な
遊
び
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、
笑
顔
が
あ

ふ
れ
、
令
和
最
初
の
夏
休
み
の
楽
し
い
思
い
出

と
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
と
町
長
の
つ
ど
い
が
開
か
れ
ま
し
た

　

9
月
5
日
、
丹
生
建
設
業
会
の
み
な
さ
ん

が
、
織
田
地
区
の
空
き
缶
や
ご
み
の
回
収
を
行

い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
25
人
が
参
加
し
、
4
班
に
分
か
れ

て
、
国
道
３
６
５
号
、
４
１
７
号
沿
い
の
歩

道
に
あ
っ
た
ご
み
な
ど
を
拾
い
、
雑
草
も
丁
寧

に
取
り
除
い
て
い
き
ま
し
た
。

　
清
掃
活
動
に
あ
た
っ
た
み
な
さ
ん
は
、
お
そ

ろ
い
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
着
て
、
額
に
汗
を
か

き
、
ご
み
袋
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ま
で
が
ん

ば
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
景
観
の
維
持
や
安
心
・
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
県
の
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
大
作
戦
の
実
施
期
間
に
あ
わ
せ
て
毎
年

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

8
月
8
日
、
越
前
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

で
「
親
子
体
験
ツ
ア
ー
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
1
月
か
ら
稼
働
し
た
給
食
セ
ン
タ
ー
を

身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
、
町
内
の
小
学

生
の
親
子
を
対
象
に
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
21
組
の
親
子
が
参
加
し
、
調
理
場
内

の
探
検
と
厨
房
機
器
を
使
っ
た
調
理
体
験
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
子
ど
も
達
は
、「
ス
ー

プ
の
釜
が
大
き
く
て
び
っ
く
り
し
た
。」、「
野
菜

を
洗
っ
て
5
分
で
腰
が
痛
く
な
り
、
大
変
だ
と

思
っ
た
。」、「
冷
凍
庫
に
入
る
体
験
が
楽
し
か
っ

た
」
な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の

よ
う
な
活
動
を
行
い
、
地
域
に
寄
り
添
っ
た
給

食
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
で
ま
ち
を
き
れ
い
に

越
前
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
親
子
体
験
ツ
ア
ー

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s
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10月1日から自動車税および軽自動車税の
制度が変わります！

排気量等に応じて課税する
税金です。
これまでと同様に、4月1
日現在の所有者に課税され
ます。

種別割
燃費性能等に応じて課税する税金です。
これまでと同様に、新車または中古車を購入する場合に課税されます。申告
方法に変更はありません。
（※軽自動車税環境性能割は市町村税となりますが、当分の間、賦課徴収と減免の
事務は県が行います。そのため、減免の申請は県税務課で手続きをお願いします。）

環境性能割

●自動車取得税が、9月30日で廃止されます。
●自動車税・軽自動車税に「種別割」および「環境性能割」が導入されます。
●新規自家用乗用車の自動車税（種別割）の税率が引き下げられます。

主な変更内容

■ 登録車・軽自動車（自家用乗用車）環境性能割の臨時的軽減による税率
車　両　区　分

（燃費基準値達成度等）

9月30日まで 10月1日から

登録車 軽自動車 登録車 軽自動車

電気自動車等
非課税

非課税

非課税

非課税

令和2年度燃費基準 +20% 達成車 ※

令和2年度燃費基準 +10% 達成車 ※ 1％ 非課税
非課税

令和2年度燃費基準達成車 ※ 2％ 1％ 1％

上記以外の車 3％ 2％ 2％ 1％
※平成30年排出ガス基準50％低減または平成17年排出ガス基準75％低減達成車（★★★★）に限る。

　10月1日から令和2年9月30日までの間に、自家用の乗用車（新車・中古車）を購入する場合、環境性能
割の税率1％分が軽減されます。

環境性能割の臨時的軽減

車　両　区　分

現在～令和3年3月
までに新車新規登録等

令和3年4月～令和5年3月
までに新車新規登録等

登録車 軽自動車 登録車 軽自動車

電気自動車等
75％軽減

75％軽減 75％軽減 75％軽減

令和2年度燃費基準 +30％達成車 ※ 50％軽減
軽減なし 軽減なし

令和2年度燃費基準 +10％達成車 ※ 50％軽減 25％軽減
※ 平成30年排出ガス基準50％低減または平成17年排出ガス基準75％低減達成車（★★★★）に限る。
　 （新車新規登録等を行った翌年度に限り軽減されます。）

　令和3年度および令和4年度に購入される自家用乗用車について、自動車の燃費性能等に応じて、購入し
た翌年度に課税される自動車税（種別割）および軽自動車税（種別割）の税率を軽減する特例の適用対象が、
電気自動車等に限定されます。

グリーン化特例の見直し

詳しくは県のホームページまたは税務課窓口にあるチラシなどをご覧ください。

問合せ先　税務課　☎34–8709問合せ先　住民環境課　☎34–8708

11月5火日
から

旧姓（旧氏）併記はこんなときに役立つ！

各種契約や銀行口座の名義に
旧姓が使われている場面で、
その証明に使えます。

就職・転職時など、仕事の
場面でも旧姓で本人確認が
できます。

こんな
ときに！

こんな
ときに！

町からのお知らせ I n f o r m a t i o nえちぜん
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町
で
は
、
次
の
公
の
施
設
に
か
か
る
指
定
管

理
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

募
集
要
項
、
業
務
仕
様
書
な
ど
の
詳
細
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
商

工
観
光
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

公
募
す
る
施
設

①
道
の
駅
「
パ
ー
ク
イ
ン
丹
生
ヶ
丘
」

②
越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
マ
ー
ケ
ッ
ト
棟

　
武
生
税
務
署
で
は
、
10
月
か
ら
面
接
相
談
を

行
う
場
合
、
事
前
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
書
類
や
事
実
関
係
を
確
認
す
る
必

要
が
あ
る
相
談
な
ど
で
、
職
員
と
の
面
接
に
よ

る
相
談
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
事
前
に
電
話
で

相
談
日
時
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
制
度
や
法
令
等
の
解
釈
・
適
用
に
つ

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す

武
生
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

指
定
期
間

令
和
2
年
4
月
1
日
～
令
和
7
年
3
月
31
日

ま
で
の
5
年
間

応
募
書
類
締
切

10
月
17
日
㈭　
午
後
5
時
15
分
必
着

問
合
せ
先

　
商
工
観
光
課　
☎
３
４‒

８
７
２
０

い
て
の
情
報
提
供
お
よ
び
手
続
案
内
な
ど
、
一

般
相
談
に
つ
い
て
は
、
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
で

「
1
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。）

問
合
せ
先
　

　
武
生
税
務
署　

　
☎
２
２‒

０
８
９
０
（
自
動
音
声
案
内
）

　
防
災
に
関
す
る
知
識
と
技
術
を
有
す
る
防
災

活
動
な
ど
の
指
導
的
な
役
割
を
担
う
人
材
を
育

成
し
、
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
防

災
士
の
資
格
を
取
得
で
き
る
地
域
防
災
リ
ー

ダ
ー
養
成
研
修
が
開
か
れ
ま
す
。
こ
の
研
修
を

受
け
、
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
に
よ
り
、
防
災

士
資
格
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
受
講
を
希
望
す
る
人
は
、
防
災
安
全
課
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

期
日
・
場
所

　【
第
1
回
】

　
　
開
催
日　
11
月
9
日
㈯
・
10
日
㈰

　
　
会
　
場　
福
井
県
立
大
学
小
浜
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
（
小
浜
市
学
園
）

　【
第
2
回
】

　
　
開
催
日　
11
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰

　
　
会
　
場　
あ
い
ぱ
ー
く
今
立

　
　
　
　
　
　
（
越
前
市
粟
田
部
町
）

　【
第
3
回
】

　
　
開
催
日　
12
月
7
日
㈯
・
8
日
㈰

　
　
会
　
場　
県
立
大
学
永
平
寺
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
　
　
　
１
１
１
中
講
義
室

　
　
　
　
　
　
（
永
平
寺
町
松
岡
兼
定
島
）

※
各
会
場
と
も
定
員
は
１
０
０
人
程
度
で
す
。

研
修
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　【
1
日
目
】

　
　
午
前
9
時
15
分
～
午
後
5
時
30
分　
研
修

　【
2
日
目
】

　
　
午
前
9
時
00
分
～
午
後
4
時
40
分　
研
修

　
　
午
後
4
時
50
分
～
午
後
5
時
50
分　
試
験

福
井
県
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
　
～
防
災
士
の
資
格
を
取
得
し
ま
せ
ん
か
～

受
講
に
お
け
る
注
意
点

◦
研
修
当
日
の
受
付
時
に
、
事
前
に
示
さ
れ

る
課
題
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
が
必

要
で
す
。（
課
題
は
、
申
込
み
後
に
案
内
）

◦
防
災
士
資
格
証
の
申
請
に
は
、
消
防
署
が

実
施
す
る
「
普
通
救
命
講
習
」
を
修
了
し

て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

費
用
負
担

　
①
防
災
士
資
格
試
験
受
験
料　
3
千
円

　
②
防
災
士
資
格
認
証
登
録
料　
5
千
円

　
　
（
資
格
認
証
登
録
は
試
験
合
格
者
の
み
）

●
資
格
認
証
登
録
を
さ
れ
た
人
は
、
町
が

全
額
補
助
し
ま
す
。（
別
途
申
請
が
必
要
）

申
込
み
方
法

◦
参
加
申
込
書
と
受
験
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
受
験
料
の
振
込
証
の
コ

ピ
ー
を
貼
り
付
け
、
防
災
安
全
課
ま
た
は

各
住
民
サ
ー
ビ
ス
室
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
申
込
書
と
振
込
証
は
こ
れ
ら
の
施

設
に
あ
り
ま
す
。）

◦
参
加
申
込
書
と
受
験
申
請
書
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

◦
振
込
書
は
受
講
さ
れ
る
人
の
み
に
配
付
し
ま

す
の
で
、
申
請
時
に
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

申
込
み
期
限

　【
第
1
回
会
場
】　
10
月
9
日
㈬

　【
第
2
回
会
場
】　
10
月
16
日
㈬

　【
第
3
回
会
場
】　
11
月
6
日
㈬

※
申
込
多
数
の
と
き
は
、
期
限
前
に
締
め
切

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先　
防
災
安
全
課　
☎
３
４‒

８
７
２
１

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
の
バ
ー
コ
ー
ド
読

み
取
り
機
能
で
、
納
付
書
の
バ
ー
コ
ー
ド
を
読

み
取
り
、
お
支
払
い
が
で
き
ま
す
。
24
時
間
い

つ
で
も
支
払
え
、
手
数
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

　
支
払
い
に
は
、
事
前
に
ア
プ
リ
へ
の
登
録
と

チ
ャ
ー
ジ
が
必
要
で
す
。

利
用
で
き
る
ア
プ
リ

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
ａ
ｙ
請
求
書
支
払
い

　
支
払
秘
書

　
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
※

※
ヤ
フ
ー
ア
プ
リ
か
ら
の
収
納
サ
ー
ビ
ス
は
、

10
月
か
ら
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
に
代
わ
り
ま
す
。

ア
プ
リ
を
使
っ
て
町
税
な
ど
を
ス
マ
ホ
か
ら
納
付
で
き
ま
す

利
用
で
き
る
町
税
な
ど（
カ
ッ
コ
内
は
担
当
課
）

　
◦
町
県
民
税
、固
定
資
産
税
、軽
自
動
車
税
、

　
　
国
民
健
康
保
険
税
（
税
務
課
）

　
◦
介
護
保
険
料
（
健
康
保
険
課
）

　
◦
上
下
水
道
使
用
料
（
上
下
水
道
課
）

　
◦
住
宅
使
用
料
（
定
住
促
進
課
）

問
合
せ
先

　
会
計
課　
☎
３
４‒

８
７
０
６

　
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の

被
保
険
者
が
交
通
事
故
な
ど
第
三
者
の
過
失
に

よ
る
け
が
な
ど
で
保
険
証
を
使
っ
た
場
合
に

は
、
町
に
届
出
が
必
要
で
す
。

　
第
三
者
行
為
で
病
院
に
か
か
っ
た
医
療
費
に

つ
い
て
、
本
来
は
第
三
者
（
加
害
者
）
が
負
担

す
べ
き
も
の
で
す
が
、
保
険
診
療
を
受
け
た
場

合
は
、
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
保

健
が
負
担
分
を
一
時
的
に
立
替
払
い
し
、
治
療

が
完
了
し
た
後
、保
険
者
が
第
三
者
（
加
害
者
）

に
費
用
を
請
求
し
ま
す
。

　
10
月
1
日
よ
り
越
前
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
の
販
売
と
使
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
購
入
は
町
内
の
郵
便
局
（
簡
易
郵
便
局
は
除

く
）
で
可
能
で
す
。
町
内
の
取
扱
店
で
ご
使
用

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
特
殊
詐
欺

や
個
人
情
報
の
詐
取
に
つ
い
て
、
次
の
点
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

◦
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
販
売
す
る
た
め

に
、
町
や
国
が
手
数
料
な
ど
の
振
込
み
を
求

め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◦
町
や
内
閣
府
な
ど
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
銀
行
・
コ
ン

ビ
ニ
な
ど
の
現
金
自
動
支
払
機
）
の
操
作
を

お
願
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◦
現
時
点
で
、
町
や
国
な
ど
が
住
民
の
皆
様
の

世
帯
構
成
な
ど
の
個
人
情
報
を
照
会
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す

越
前
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
お
知
ら
せ
（
子
育
て
世
帯
・
住
民
税
非
課
税
者
対
象
）

第
三
者
行
為
に
該
当
す
る
も
の

①
交
通
事
故
で
け
が
を
し
た
場
合
（
同
乗
中

の
事
故
や
自
損
事
故
に
つ
い
て
も
届
出
が

必
要
で
す
）

②
け
ん
か
な
ど
不
当
な
暴
力
で
け
が
を
し
た

場
合

③
他
人
の
ペ
ッ
ト
に
咬
ま
れ
て
け
が
を
し
た

場
合

④
施
設
の
欠
陥
に
よ
る
事
故
で
け
が
を
し
た

場
合　
な
ど

問
合
せ
先

　
健
康
保
険
課　
☎
３
４‒

８
７
１
０

※
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
が
購
入
で
き
る
人
に

は
、9
月
中
に
案
内
が
郵
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
対
象
者
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
え
ち
ぜ
ん
8
月
号
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

※
所
得
が
な
く
て
も
、
令
和
元
年
度
の
住
民
税

の
申
告
を
さ
れ
て
い
な
い
と
対
象
者
に
な
り

ま
せ
ん
。
期
限
ま
で
に
税
務
課
で
申
告
を
お

願
い
し
ま
す
。

申
告
期
限　
11
月
20
日
㈬
ま
で

問
合
せ
先　
福
祉
課　
☎
３
４‒

８
７
２
５

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
の
意
見
や
要
望
、

困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
行
政
相

談
委
員
が
公
正
・
中
立
な
立
場
か
ら
問
題
解
決

の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
　
　
時　
10
月
15
日
㈫　
午
後
1
時
～
4
時

場
　
　
所
　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
来
田　
秋
生	

氏

　
　
　
　
　
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
冨
田　
一
茂	

氏

問
合
せ
先　
町
長
公
室　
☎
３
４‒

８
７
２
８

行
政
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
の
た
め
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
の
住
民
票
な
ど
の
交
付
サ
ー
ビ

ス
を
停
止
い
た
し
ま
す
。

　
利
用
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
停
止
の
お
知
ら
せ期

　
　
日

　
10
月
30
日
㈬
、
31
日
㈭

停
止
す
る
サ
ー
ビ
ス

　
す
べ
て
証
明
書
の
交
付
サ
ー
ビ
ス

　
本
籍
地
へ
の
戸
籍
証
明
交
付
利
用
登
録
申
請

問
合
せ
先

　
住
民
環
境
課　
☎
３
４‒

８
７
０
８

　
遺
言
や
不
動
産
の
賃
貸
借
、
離
婚
に
伴
う
養

育
費
の
支
払
い
な
ど
の
契
約
を
公
正
証
書
に
し

て
お
く
こ
と
で
、
争
い
を
未
然
に
防
ぎ
、
大
切

な
資
産
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

公
証
週
間
中
に
、
次
の
と
お
り
休
日
相
談

（
無
料
）
を
実
施
し
ま
す
。

10
月
1
日
か
ら
7
日
は
「
公
証
週
間
」
で
す日

　
　
時　
10
月
5
日
㈯

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　
　
午
後
1
時
～
4
時

場
　
　
所　
武
生
公
証
役
場
（
越
前
市
京
町
）

内
　
　
容　
遺
言
・
任
意
後
見
契
約
、
金
銭
の

貸
借
契
約
、
尊
厳
死
宣
言
な
ど

問
合
せ
先　
武
生
公
証
役
場　
☎
２
３‒

５
６
８
９

I n f o r m a t i o nえちぜん町からのお知らせ
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交
通
安
全
協
会
で
は
、
交
通
事
故
防
止
と
運

転
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
運
転

者
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
福
井
県
交
通
安
全
協
会
会
員
証
ま

た
は
表
彰
カ
ー
ド
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
表

彰
カ
ー
ド
が
な
い
場
合
は
、
当
日
受
付
で
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

　
朝
寿
殿

　
　
10
月
17
日
㈭　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

運
転
者
講
習
会
を
受
講
し
ま
し
ょ
う

　
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
糸
生
分
館

　
　
10
月
18
日
㈮　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

　
サ
ン
ラ
イ
ズ
織
田

　
　
10
月
23
日
㈬　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

　
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
10
月
24
日
㈭　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

問
合
せ
先

　
鯖
江
交
通
安
全
協
会　
☎
５
２‒

８
０
４
０

　
「
越
前 

蟹
と
水
仙
の
文
学
コ
ン
ク
ー
ル
」
の

俳
句
・
詩
の
作
品
作
り
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
て
い

た
だ
く
バ
ス
ツ
ア
ー
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
ツ
ア
ー
参
加
は
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
い
た
だ

く
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

期　
　
日　
11
月
20
日
㈬

集
合
場
所　
町
営
野
球
場
駐
車
場

集
合
時
間　
午
前
8
時
30
分

募
集
人
数　
20
人

 

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

募
集
締
切　
11
月
6
日
㈬

参
加
料　
無
料

ツ
ア
ー
行
程

越
前
漁
港
→
す
い
せ
ん
研
修
館
→

水
仙
ラ
ン
ド
→
梨
子
ヶ
平
地
区
水
仙
畑
→

道
の
駅
「
越
前
」（
午
後
3
時
解
散
予
定
）

※
天
候
に
よ
っ
て
行
程
が
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す

越
前 

蟹
と
水
仙
バ
ス
ツ
ア
ー　
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

問
合
せ
先

　
越
前
蟹
と
水
仙
文
学
コ
ン
ク
ー
ル
事
務
局

　
（
生
涯
学
習
課
内
）

　
☎
３
４‒

２
０
０
０

　
10
月
は
食
品
ロ
ス
削
減
月
間
で
す
。
家
庭
の

ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
「
食
品
ロ
ス
」
を
減
ら
す
た
め
に
、
次
の

食
べ
き
り
運
動
を
実
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

食
べ
き
り
運
動

◦
買
い
物
の
前
に
冷
蔵
庫
の
中
を
確
認

◦
ま
と
め
売
り
よ
り
も
、
ば
ら
売
り
や
量
り

売
り
で

お
い
し
く
楽
し
く
食
べ
き
ろ
う

◦
週
に
1
度
は「
冷
蔵
庫
一
掃
デ
ー
」を
実
施

◦
自
分
が
食
べ
き
れ
る
量
を
確
認

◦
必
要
な
分
だ
け
の
料
理
を
作
る

◦
捨
て
て
い
た
部
分
を
工
夫
し
て
使
い
き
る

◦
食
材
の
保
存
方
法
を
工
夫
す
る

問
合
せ
先

　
住
民
環
境
課　
☎
３
４‒

８
７
０
８

　
国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
か

ら
60
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
す
る
よ
う

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
老
後
の
所
得
保
障

だ
け
で
な
く
、
不
慮
の
事
故
な
ど
に
よ
り
私
た

ち
の
生
活
が
不
安
定
に
な
ら
な
い
よ
う
、
み
ん

な
で
前
も
っ
て
保
険
料
を
出
し
合
い
、
支
え
合

う
制
度
で
す
。

20
歳
に
な
っ
た
ら
「
国
民
年
金
」

　
学
生
や
収
入
が
少
な
く
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
人
は
、
学
生
納
付
特
例
や
納
付
猶
予
な
ど

保
険
料
の
支
払
い
を
猶
予
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
の
で
、
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
と
あ
わ
せ

て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
武
生
年
金
事
務
所　
☎
２
３‒

１
１
２
６

　
健
康
保
険
課　
　
　
☎
３
４‒

８
７
１
０

　
町
で
は
、
先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
戦
没

者
の
追
悼
と
次
の
世
代
へ
の
平
和
社
会
の
継
承

を
目
的
に
「
越
前
町
戦
没
者
追
悼
式
」
を
行
い

ま
す
。

　
戦
没
者
遺
族
に
は
、
越
前
町
遺
族
連
合
会
か

ら
、
バ
ス
運
行
な
ど
に
つ
い
て
の
ご
連
絡
が
あ

り
ま
す
。

　

令
和
2
年
度
に
保
育
所（
園
）へ
入
所
予
定

の
児
童
の
申
込
み
受
付
を
行
い
ま
す
。
入
所
を

希
望
す
る
保
護
者
は
、
入
所
申
込
書
な
ど
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

入
所
希
望
す
る
保
育
所（
園
）が
定
員
に
達

し
た
場
合
、
ま
た
は
同
じ
保
育
年
齢
の
入
所
希

望
者
が
多
数
の
場
合
な
ど
は
、
第
2
希
望
に
お

願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

配
布
日

　
10
月
3
日
㈭
〜

受
付
期
間

　
10
月
21
日
㈪
〜
11
月
5
日
㈫

　
（
開
庁
時
間
の
み
、
土
日
・
祝
日
除
く
）

配
布
・
受
付
場
所

　
福
祉
課

　
宮
崎
・
越
前
・
織
田
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

令
和
元
年
度
越
前
町
戦
没
者
追
悼
式
の
お
知
ら
せ

令
和
2
年
度　
保
育
所（
園
）入
所
手
続
き
の
ご
案
内

　
新
成
人
の
門
出
を
祝
し
て
、
令
和
2
年
成
人

式
を
挙
行
し
ま
す
。

日　
　
時　
令
和
2
年
1
月
12
日
㈰

受　
　
付　
午
前
10
時
30
分
〜

式　
　
典　
午
前
11
時
〜

場　
　
所　
越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館

対
象
者

◦
平
成
11
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
12
年
4
月

1
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
町
内
に
住
民
登
録

し
て
い
る
人

◦
町
内
の
中
学
校
を
卒
業
し
た
人

令
和
2
年
成
人
式
の
お
知
ら
せ

通
知
の
発
送

　
11
月
下
旬

（
現
在
、
町
外
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人
は
、

中
学
校
在
籍
時
の
住
所
に
発
送
し
て
い
ま
す
）

※
対
象
者
以
外
で
出
席
を
希
望
す
る
人
は
、

事
前
に
申
込
が
必
要
で
す
。

※
式
典
終
了
後
に
新
成
人
の
み
な
さ
ん
が
集

ま
る
会
場
の
提
供
を
行
い
ま
す
。
ご
希
望

の
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課　
☎
３
４‒

２
０
０
０

注
意
事
項

※
郵
送
で
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

※
兄
弟
姉
妹
で
も
同
じ
保
育
所（
園
）に
入

所
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
他
市
町
の
保
育
所（
園
）を
希
望
す
る
場

合
も
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
4
月
か
ら
で
は
な
く
、年
度
の
途
中
に
入
所

を
希
望
す
る
場
合
も
、今
回
の
受
付
期
間
内

に
入
所
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
在
の
保
育
所（
園
）か
ら
別
の
保
育
所

（
園
）
へ
転
園
を
希
望
す
る
場
合
も
、
新

規
入
所
と
し
て
取
り
扱
い
ま
す
の
で
、
再

度
入
所
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
今
年
度
内
に
出
生
予
定
、
転
入
予
定
で
、

入
所
希
望
の
場
合
も
入
所
申
込
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

継
続
入
所
者

令
和
元
年
度
か
ら
継
続
し
て
現
在
の
保
育
所

（
園
）に
入
所
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
各
保

育
所（
園
）か
ら
現
況
届
を
お
渡
し
し
ま
す

の
で
、
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
福
祉
課　
☎
３
４‒

８
７
２
５

日　
　
時　
10
月
9
日
㈬　
午
後
1
時
30
分

場　
　
所　
越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館

問
合
せ
先　
福
祉
課　
☎
３
４‒

８
７
２
５

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
の
収
益
金
は
、
市
や

町
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ

ま
す
。

　
県
内
の
市
町
に
あ
る
宝
く
じ
売
り
場
で
購
入

を
お
願
い
し
ま
す
。

販
売
期
間　
10
月
18
日
㈮
ま
で

問
合
せ
先　
（
公
財
）
福
井
県
市
町
振
興
協
会

　
　
　
　
　
☎
０
７
７
６‒

５
７‒

１
６
３
３

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
は
県
内
の
市
町
で
購
入
を

　
農
地
を
農
地
の
ま
ま
耕
作
目
的
で
権
利
移
動

ま
た
は
設
定
す
る
と
き
に
、
当
事
者
は
農
地
法

第
3
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
業
委
員
会
の
許
可

が
必
要
と
な
り
ま
す
。（
売
買・贈
与・貸
借
権・

使
用
貸
借
な
ど
）

　
ま
た
、
通
常
農
地
法
第
3
条
の
下
限
面
積
は

50
ア
ー
ル
で
す
が
、
下
記
の
区
域
は
下
限
面
積

に
代
わ
る
面
積
を
定
め
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先　
農
林
水
産
課　
☎
３
４‒

８
７
０
４

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

区　　域 面　積

旧糸生村、旧織田村 40アール

旧四ヶ浦町 30アール

旧城崎村 20アール

空き家に付属した農地 1㎡

　
林
退
共
は
昭
和
57
年
に
発
足
し
た
、
林
業
界

で
働
く
方
の
た
め
の
退
職
金
制
度
で
す
。

　
林
業
の
仕
事
に
従
事
し
た
こ
と
が
あ
り
、
当

時
林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た
人
で
、
退
職

金
請
求
手
続
き
を
し
た
心
当
た
り
の
な
い
場
合

は
、
退
職
金
を
ま
だ
う
け
と
っ
て
い
な
い
可
能

林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林
退
共
）
の
退
職
金
請
求
に
つ
い
て

性
が
あ
り
ま
す
。
林
退
共
事
業
本
部
ま
た
は
最

寄
り
の
支
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
☎
０
３‒

６
７
３
１‒

２
８
８
９

▲昨年のツアーの様子

I n f o r m a t i o nえちぜん町からのお知らせ
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10
月
か
ら
対
象
の
店
舗
で
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
手
段
を
用
い
て
お
支
払
い
す
る
と
、
決

済
額
に
対
し
て
最
大
5
％
の
ポ
イ
ン
ト
が
還
元

さ
れ
ま
す
。

（
※
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン
傘
下
の
中
小・

小
規
模
店
舗
な
ど
は
2
％
）

還
元
期
間

　
10
月
〜
令
和
2
年
6
月

主
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
手
段　

◦
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

◦
電
子
マ
ネ
ー

◦
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド

◦
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド

◦
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
決
済　
な
ど

　
雇
用
条
件
や
賃
金
な
ど
、
労
使
関
係
に
お
悩

み
や
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
労
働
問
題
の
専

門
家
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日　
　
時

　
10
月
20
日
㈰

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

　

県
の
最
低
賃
金
が
、
10
月
４
日
か
ら
時
間

額
８
２
９
円
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
と
そ
の
使
用

者
に
対
し
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
で
ポ
イ
ン
ト
最
大
5
％
還
元

職
場
で
の
悩
み
ご
と
無
料
相
談
会

最
低
賃
金
改
正
の
お
知
ら
せ

対
象
店
舗　
↓
こ
の
マ
ー
ク
が
目
印
で
す
。

問
合
せ
先

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
消
費
者
還
元

　
事
業
事
務
局

　
☎
０
１
２
０‒

０
１
０
９
７
５

「
中
退
共
」
制
度
と
は

中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
に
基
づ
き
設
け
ら

れ
た
中
小
企
業
の
た
め
の
国
の
退
職
金
制
度

で
す
。

国
の
制
度
だ
か
ら
安
心
・
有
利

「
中
退
共
」
の
退
職
金
制
度
は
新
規
加
入
や
掛

金
月
額
を
増
額
す
る
場
合
、
掛
金
の
一
部
を

国
が
助
成
し
ま
す
。
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
、

手
数
料
も
か
か
り
ま
せ
ん
。

社
外
積
立
型
だ
か
ら
管
理
が
簡
単

◦
従
業
員
ご
と
の
納
付
状
況
や
退
職
金
試
算

額
を
事
業
主
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◦
退
職
金
は
、
中
退
共
か
ら
直
接
従
業
員
へ

支
払
わ
れ
ま
す
。

◦
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
さ
ん
も
ご
加
入
い
た
だ

け
ま
す

「
中
退
共
」
の
退
職
金
制
度
な
ら
掛
金
に
国
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す

問
合
せ
先

　
（
独
）勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
中
小
企
業

　
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
☎
０
３‒

６
９
０
７‒

１
２
３
４

　
町
内
に
あ
る
空
き
家
な
ど
の
建
物
の
所
有
者

や
管
理
者
を
対
象
に
、
空
き
家
無
料
相
談
会
を

開
き
ま
す
。

　
建
物
の
維
持
管
理
、
利
活
用
方
法
や
相
続
や

売
買
な
ど
、
空
き
家
に
関
す
る
お
悩
み
を
各
分

野
の
専
門
家
に
無
料
で
相
談
で
き
ま
す
。

日　
　
時　
10
月
15
日
㈫　
午
後
1
時
〜
4
時

　
　
　
　
　
（
受
付
は
午
後
3
時
45
分
ま
で
）

会　
　
場　
越
前
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

対　
　
象　
町
内
に
あ
る
空
き
家
の
所
有
者
ま

た
は
管
理
者
の
人
（
今
後
、
空
き

家
を
所
有
す
る
見
込
み
の
人
を
含

空
き
家
無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ

む
）
で
、
管
理
や
処
分
方
法
な
ど

に
お
困
り
の
人

相
談
員　
司
法
書
士
、
宅
地
建
物
取
引
士
、

　
　
　
　
　
建
築
士

内　
　
容　
個
別
相
談
（
１
組
20
分
程
度
）

※
登
記
簿
、
納
税
通
知
書
、
間
取

り
の
わ
か
る
図
面
、
権
利
や
相

続
関
係
が
わ
か
る
も
の
を
お
持

ち
い
た
だ
く
と
ス
ム
ー
ズ
に
相

談
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先　
定
住
促
進
課　
☎
３
４‒

８
７
２
７

会　
　
場

　
越
前
市
文
化
セ
ン
タ
ー　

※
予
約
し
て
い
た
だ
く
と
ス
ム
ー
ズ
に
ご
相

談
い
た
だ
け
ま
す
。
当
日
で
も
受
け
付
け

ま
す
。

問
合
せ
先

　
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
７
７
６‒

２
０‒

０
５
９
７

問
合
せ
先

　
福
井
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室　

　
☎
０
７
７
６‒

２
２‒

２
６
９
１

　
秋
は
野
山
で
た
く
さ
ん
の
き
の
こ
が
見
ら
れ

る
季
節
で
す
。
き
の
こ
専
門
家
の
橋
屋
誠
先
生

を
お
招
き
し
、き
の
こ
の
観
察
会
を
開
き
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
き
の
こ
を
観
察
し
て
、
生
き
物
と

し
て
の
き
の
こ
を
学
び
ま
す
。（
き
の
こ
の
食

毒
の
見
分
け
方
の
講
座
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

日　
　
時

　
10
月
13
日
㈰　
午
前
9
時
〜
午
後
3
時

　
道
の
駅
「
越
前
」
で
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
体

験
し
よ
う
。
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
め
る

内
容
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

き
の
こ
観
察
会

道
の
駅
「
越
前
」
に
ぎ
わ
い
ま
つ
り
２
０
１
９

内　
　
容

　
野
外
観
察

き
の
こ
同
定
会
（
採
取
し
た
き
の
こ
の
名
前

つ
け
）

※
荒
天
時
の
場
合
は
き
の
こ
講
演
会

服
装
・
持
ち
物

歩
き
や
す
い
格
好
、
軍
手
、
手
提
げ
袋
、
新

聞
紙
、
雨
具
、
昼
食
な
ど

定　
　
員

　
50
人
（
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
）

参
加
費

　
２
０
０
円
（
入
園
料
別
途
）

入
園
料

　
一　
般　
３
０
０
円

　
中
高
生　
２
０
０
円

　
小
学
生　
１
０
０
円

問
合
せ
先

　
福
井
総
合
植
物
園
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア

　
☎
３
４‒

１
１
２
０

日　
　
時

　
10
月
20
日
㈰　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

場　
　
所

　
道
の
駅
「
越
前
」
に
ぎ
わ
い
広
場

内　
　
容

　
ス
ポ
ー
ツ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
各
種

　
餅
つ
き
体
験
・
つ
き
た
て
餅
振
る
舞
い

　
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー

問
合
せ
先

　
道
の
駅
「
越
前
」
☎
３
７‒

２
３
６
０

▲きのこ同定会の様子

　
商
工
会
で
は
、今
年
も
商
工
祭
を
開
き
ま
す
。

　
10
月
12
日
㈯
か
ら
19
日
㈯
ま
で
、
ポ
ス
タ
ー

の
お
店
で
５
０
０
円
お
買
い
上
げ
ご
と
に
そ

の
場
で
商
品
券
が
当
た
る
ス
ピ
ー
ド
抽
選
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
抽
選
補
助
券

を
進
呈
し
ま
す
の
で
、
10
枚
集
め
て
抽
選
会
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
時　
10
月
20
日
㈰　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場　
所　
劔
神
社
境
内

内　
容　
抽
選
会
、
飲
食
ブ
―
ス

　
　
　
　
和
太
鼓
演
奏　
ほ
か

２
０
１
９
越
前
町
商
工
祭
の
ご
案
内

　
11
月
1
日
は
、「
灯
台
の
日
」
で
す
。
県
内
で
最

も
大
き
い
「
越
前
岬
灯
台
」
を
一
般
公
開
し
ま
す
。

日　
時　
11
月
2
日
㈯

　
　
　
　
午
前
11
時
〜
午
後
4
時

　
　
　
　
（
受
付
は
午
後
3
時
30
分
ま
で
）

場　
所　
越
前
岬
灯
台
（
越
前
岬
水
仙
ラ
ン
ド
内
）

入
場
料　
無
料　

※
天
候
な
ど
に
よ
り
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

越
前
岬
灯
台
一
般
公
開
の
ご
案
内

問
合
せ
先　
敦
賀
海
上
保
安
部 

交
通
課

　
　
　
　
　
☎
０
７
７
０‒

２
２‒

４
１
７
９

問
合
せ
先　
越
前
町
商
工
会　
☎
３
６‒

０
８
０
０

　
武
商
デ
パ
ー
ト
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

み
ん
な
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
生
徒
が

商
品
を
仕
入
れ
、
販
売
、
決
算
ま
で
を
行
い
ま

す
。
野
菜
や
果
物
を
は
じ
め
、
パ
ン
、
花
、
ス

ポ
ー
ツ
用
品
な
ど
幅
広
い
商
品
を
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
。
お
客
様
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
で
お
も
て
な
し
し
ま
す
。
み
な
さ
ん

の
ご
来
店
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日　
時　
10
月
27
日
㈰

　
　
　
　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時

場　
所　
武
生
商
業
高
校

第
29
回
「
武
商
デ
パ
ー
ト
」

問
合
せ
先　
武
生
商
業
高
校　
☎
２
２‒

２
６
３
０
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調べ物メガネ探せばかけていた	 笹下　利行
子供たちいろんな謎を調べてる	 冨田コズエ川 柳 生花展競っています枯れ尾花	 嶋田富士雄

山野草孫と調べた夏休み	 嵐　喜美枝川 柳

10月の越前陶芸村スケジュール

20㈰ 陶と「つまみ細工の秋色ブローチ」と花
越前陶芸村文化交流会館

5㈯〜 「 ”うつわ”ドラマチック」展
福井県陶芸館

1㈫〜 〜美味しい器展 × My 茶碗2019
越前陶芸村文化交流会館

11㈮〜 「 Cha-Boy & Cha-Girl 」展
越前焼の館

5㈯〜 6㈰ 第９回  越前秋季陶芸祭  POTTERY FESTA
越前陶芸村

13㈰ インザウィンドハートフルコンサート
だいこん舎

19㈯〜 20㈰ アロマフェア
福井県陶芸館

26㈯〜 27㈰ 秋の和菓子づくり体験
福井県陶芸館

日　時　10月20日（日）
　　　　午後1時30分～
場　所　越前陶芸村文化交流会館
料　金　1,500円
　　　　※事前の予約が必要です。

10月の休館日　7・15・21・28日
開 館 時 間　午前9時～午後5時
	 　　（最終入館は午後4時30分）
問 合 せ 先　越前陶芸村文化交流会館
	 　　☎32‒3200

越前陶芸村文化交流会館
10月のおすすめ

つまみ細工の技法を使って大小のお花を作り、
それを組み合わせてブローチに仕上げます。
秋を感じさせる落ち着いた色合いの無地の布
と柄の布を組み合わせてオリジナルのブロー
チを作って、秋のお出かけにお使いください。

陶 と「つまみ細工の秋色ブローチ」と花

問合せ先　福井県陶芸館　☎32‒2174

アロマフェア

日　　時	 10月19日（土）・20日（日）
	 午前10時～午後4時
場　　所	 福井県陶芸館

香りにまつわる様々なイベントを開催。
陶芸教室ではアロマディフューザーづ
くりを学べます。詳細は福井県陶芸館
ホームページでご確認ください。

10/19土・20日

問合せ先　だいこん舎　☎32‒3735

インザウィンド
ハートフルコンサート

日　　時
　10月13日（日）
　お食事タイム
　　午後1時30分～ 2時30分
　コンサート
　　午後3時　開演
場　　所
　だいこん舎

10/13日

「 C
チャ

ha-B
ボーイ

oy & C
チャ

ha-G
ガール

irl 」展

日　　時　10月11日（金）~11月20日（水）
	 ★「気軽に楽しむお抹茶」は
	 　10月13日（日）・14日（月・祝）（参加費無料）
場　　所　越前焼の館
問合せ先　越前焼の館　☎32‒2199

カジュアルな抹茶スタイルを提案します。抹茶注ぎ分けボールなど、新
作を展示します。
期間中の10月13日（日）・14日（月・祝）は、新作の茶器を使って、お抹
茶をふるまう「気楽に楽しむお抹茶」を開きます。

10/11金〜11/20水

問合せ先　福井県陶芸館　☎32‒2174

陶芸館・古窯博物館のハロウィンウィーク

秋の和菓子づくり体験
手作りのハロウィン生菓子とお抹茶を楽しもう

日　　時	 10月26日（土）・27日（日）
	 午前10時30分～正午
場　　所	 越前古窯博物館　旧水野家住宅
料　　金	 1,500円
定　　員　各日15人（事前予約優先）

10月限定！呈
てい

茶
ちゃ

の和菓子が可愛いハロウィン仕様に！

かわいいハロウィンの和菓子を作ってみよう！和菓子職人に教えてもら
い丸めたり、型で押したりして完成させよう。自分で作った和菓子をお
抹茶と一緒にお楽しみいただけます。

10月毎日

更に 10/26土・27日 は スペシャルイベント

問合せ先　福井県陶芸館　☎32‒2174

「“うつわ”ドラマチック」展

日　　時	 10月5日（土）～12月22日（日）
場　　所	 福井県陶芸館　資料館
料　　金	 800円
	 （越前古窯博物館との共通入館券）

現代陶芸において、用途を離れやきものの美を表現するテーマのひとつで
もある “うつわ”。国内外の陶芸家たちが “うつわ” の中にドラマチックに
映し出す、美の競演をご覧いただきます。

10/5土〜12/22日 福井県陶芸館  企画展
I n f o r m a t i o nえちぜん
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風情だす生け花となるススキの穂	 武藤　久子
お月見ですすきが似合う秋夜長	 山内　千代川 柳 父と母固い絆が子を支え	 渡辺　照子

いつの日かあなたとなろう枯れすすき	 松村　典子川 柳

こちら健康増進係 み な さ ん の 健 康 づ く り を 応 援 し ま す ！第48回
H e a l t h  P r o m o t i o n  e n g a g e m e n t

10月は「がん検診受診率50％キャンペーン月間」です

高齢者インフルエンザ予防接種費用助成のお知らせ

　国民の2人に１人が、“がん”になり、3人に1人が“がん”で亡くなっていることをご存知で
すか？がんは遺伝するというイメージが大きいですが、遺伝によるがんはわずかで、生活習
慣（タバコ、食生活、運動不足、過度の飲酒等）や感染（ピロリ菌や肝炎ウイルスなど）が原
因であることの方が多くなっています。しかし、生活習慣の改善に心がけたとしても、がんに
かかるリスクをゼロにすることはできません。そこで重要となるのが、がん検診です。 がんは、早期発見できれば
90％以上が治ります。あなたを必要としている人のためにも、がん検診を受けませんか？がん検診のお申込み、お
問合せは健康保険課までお電話ください。

　町民のみなさんんが日常生活の中で健康への関心を高め、楽しみながら健康づくり

を続けていただくよういきいき健康フェアを行います。ぜひご参加ください。

★肌年齢測定
★足裏バランス測定
★体脂肪・筋肉・骨格量測定
★体力測定
★尿検査
★血圧測定
★お口の健康相談
★ストレッチヨガ
　（動ける服装でご参加ください）

健康体験コーナー

各コーナーで体験された
先着200人にプレゼントを

進呈します

ご参加のみなさんへ
おしらせ

えちぜん健康チャレンジ
『えちぜん健康チャレンジ』

対象講座です

　インフルエンザは、かぜとは別の病気で症状や感染力も強く、ときに重症化して命に関わることもある感染症で
す。インフルエンザの流行シーズンを迎える前にワクチンを接種しましょう。対象の人には、インフルエンザ予防
接種費用の助成を行います。

対 象 者   ①町内に住所を有する65歳以上の人
（昭和30年1月31日までに生まれた人に
はがき（接種券）で通知します）

②60歳以上65歳未満で、心臓、腎臓、呼
吸器、免疫の機能不全を主因として障害
1級の認定を受けている人（接種を希望
する人は、健康保険課までお問い合わせ
ください。）

接種期間   10月1日から令和2年1月31日まで
  （休日を除く）

接種回数   1回

接種場所   県内の指定医療機関

自己負担金   2,000円
※助成を希望する人は、事前に医療機関
に予約して、はがき（接種券）を持っ
て接種してください。

※指定医療機関以外で接種する場合は、
自己負担額が高くなることがあります。

※指定医療機関は、町ホームページをご
覧いただくか、健康保険課までお問い
合わせください。

問合せ先   健康保険課　☎34–8710

演　題  「知って得する！！大腸がんの話」
  男女ともにかかる人が多い大腸がんについてわかりやすく解説します。
日　時   10月9日　水曜日　午後2時〜 3時
会　場   織田コミュニティセンター
講　師   医療法人橘医院 橘 良哉 院長
申込先   健康保険課 ☎34–8710

日　時 	 10月26日（土）
	 午前10時～午後0時30分

場　所 	宮崎コミュニティセンター

がん検診推進医による講演会のお知らせがん検診
愛する家族への
贈り物

10
ポイント 10

ポイント
進呈

　フレイルチェック教室は、体組成計や握力計を使った
筋肉量の測定や滑舌測定器を使い、口の中の機能の測定
など身体の状態を詳しく確認できます。お気軽にお申込
みください。

日　時   10月29日（火）
  午後1時30分〜 3時30分
場　所   織田コミュニティセンター  多目的ホール
対象者   おおむね65歳以上の人

定　員   先着20人程度
服　装   動きやすい服、ストッキング不可
持ち物   水分補給できる物

問合せ先　越前町地域包括支援センター　☎34–8729

フレイルチェック
教室のお知らせ

チャレンジ

カードをご
持参

ください

心と体のリフレッシュコーナー

図書館宮崎分館で
おもちゃを作ろう

★脳年齢測定
★知っておきたい
フレイル予防

介護予防コーナー

★妊婦・赤ちゃん抱っこ体験
★食べ物クイズ
★手形・足形アート

子育てファミリーコーナー

★減塩食品の試食
★みそ汁の塩分測定と
　味比べ

食生活コーナー

キッズコーナー

いき いき健康フェア

問合せ先 健康保険課　☎ 34–8710

★ペパナプフラワーづくり
★ハンドマッサージ
　（先着30人）

★大腸がん
　クイズラリー

がん予防コーナー
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すすきの穂秋の景色をひき立てる	 向当みつ子
すすきの穂ゆれる景色にあるロマン	 原　　榮子川 柳 侘しいな空き家囲んでいるすすき	 山谷　ゆり

やんわりの支えが効いた嫁姑	 司辻　文子川 柳

第73回　読書週間　が始まります

問合せ先
町立図書館  ☎34–0395　　越 前 分 館  ☎37–7713
宮 崎 分 館  ☎32–7713　　織 田 分 館  ☎36–2288

　読書週間は1947年に「読書の力によって、平和な文化国家を作ろう」という目的からスタートし、期間
は毎年10月27日（日）から11月9日（土）までです。
　忙しい日常の中でも、本は栞を挟んで自分のペースで読書をすることができます。図書館では、新刊は
もちろん、たくさんの分野の図書があります。みなさんのご利用をお待ちしています。

A word from the international arena...

Vol.152

国際交流室から一言
楽しい英会話教室（初級・中級）の後期教室参加者を募集します

外国人のための日本語講座（後期）
の受講生を募集しています

問合せ先　越前町国際交流協会（国際交流室内）　☎34‒8713

　英会話教室の受講生を募集しています。日常会話を中心に初心者から上級者まで、年齢や、英語能力など
関係なく誰でも気軽に参加できます。

　教科書を使って、簡単な日本語文法と会話を中心に行っています。
　お知り合いの外国の人がいらっしゃいましたら、町国際交流協会
まで、ご紹介ください。

日　時　月2回木曜日　午前10時〜 11時30分
場　所　越前町生涯学習センター
講　師　山本  康代 先生　
受講料　一般　4,000円　国際交流協会員　3,000円
定　員　15人（随時募集）

図書館だ
より

水上勉生誕100周年記念『水上勉ふるさとを描く』

新サービスが始まりました！

　今年は、おおい町出身の直木賞作家・水上勉（1919 〜 2004）の生誕100周年にあたります。
昭和から平成にかけて、膨大な作品を発表しましたが、作品の舞台となった場所も県内全域にわ
たります。県内図書館ではその地域が舞台となった作品、またはゆかりのある作品のパネル展示
を行います。本町でも、10月27日（日）から11月30日（土）まで実施します。

　自分で目標貸出数の設定や達成状況を確認できる「読書マラソン」
や、借りた本の履歴が残せる「My本棚」の機能が図書館システム
に加わりました。詳しくは、図書館へお問い合わせください。

こころとからだのカレンダー

子育て世代包括支援センターだより
│

│

│
├ ├

├

　子どもの皮膚は、「薄い」「乾燥しやすい」「バリア機能が未発達」「汗をかきやすい」「皮脂が少ない」という特徴が
あります。これらの状態が続くと皮膚を守る力が弱くなり、弱った部分から異物やウイルスなどが侵入してくる
ことで、湿疹、アトピー性皮膚炎、食物アレルギーになりやすくなります。出生直後から思春期まで、湿疹がな
い状態を保つことが発症予防になるので、適切なケアの方法を確認しましょう。

問合せ先	 子育て世代包括支援センター　☎34–8821

♠休日当番医
10月 6 日㈰ 長田内科胃腸科医院 ☎32–2774
10月13日㈰ 織田病院 ☎36–1000
10月14日㈪ 織田病院 ☎36–1000
10月20日㈰ 伊部病院 ☎34–0220
10月22日㈫ 織田病院 ☎36–1000
10月27日㈰ 織田病院 ☎36–1000

♥離乳食教室（予約制）
10月 8 日㈫ 午前 9 時30分〜正午 織田コミュニティセンター

♥3歳児健診
10月17日㈭ 午後 1 時〜 4 時 織田コミュニティセンター

♠心をいやす相談会（予約制）
10月15日㈫ 午前 9 時30分〜正午 朝日保健センター（朝寿殿）

♥1歳6か月児健診
10月 3 日㈭ 午後 1 時〜 4 時 織田コミュニティセンター

♥5歳児健診
10月31日㈭ 午後 0 時45分〜 4 時 織田コミュニティセンター

♥助産師さんとの座談会（予約制） 
10月16日㈬ 午前 9 時30分〜正午 越前町生涯学習センター

♦子育てサロン
毎週水、金 午前 9 時30分〜 11時30分 社会福祉センター

♦くらしの困りごと相談会
10月 1 日㈫

午後 1 時〜 4 時
宮崎コミュニティセンター

10月15日㈫ 社会福祉センター

問合せ先 ♠健康保険課 ☎34‒8710
 ♥子育て世代包括支援センター ☎34‒8821
 ♦越前町社会福祉協議会 ☎34‒2388

♦わいわい広場（子育てサロンのお部屋開放）
毎週水、金曜日 子育てサロンの後　午後 2 時まで 社会福祉センター
第1 〜 4土曜・祝日 午前 9 時30分〜午後 2 時まで 社会福祉センター

♦介護おはなし会（予約制）
10月24日㈭ 午後 1 時〜 3 時 宮崎コミュニティセンター

♦生活福祉福祉資金・福祉サービス利用援助事業相談会（予約制）
10月22日㈫ 午後 1 時〜 4 時 社会福祉センター

受　付　時　間 健診※ 肺がん 胃がん 乳がん 子宮頸がん
10月 1 日㈫ 越前コミュニティセンター（道口）午前 8 時30分〜午前10時30分 ● ● ●

10月10日㈭ 越前町生涯学習センター糸生分館
午前 8 時30分〜午前10時30分 ● ● ●
午後 1 時〜午後 2 時 ● ● ● ●

10月13日㈰ 宮崎コミュニティセンター
午前 9 時〜午前10時 ●
午前 9 時〜午前11時 ● ● ● ●

 ※　肝炎検査・ピロリ菌検査・前立腺がん検診もあわせて実施。10月13日（日）は歯科検診、えちぜん健康チャレンジポイント交換会も実施。

♠集団健康診査

乳幼児のスキンケアについて

③すすぎ方
⒈ 温度はぬるめ（36〜38度）。水圧をゆるくしたシャ
ワーでしっかり石けんを落としましょう

⒉ しわの間に石けんが残らないよう気をつけましょう

④保湿剤の使い方
⒈ 入浴後には15分以内に全身に保湿剤を塗りましょう
⒉ 皮膚に赤みや湿疹・傷などがある場合は先に処方
薬を塗ってから保湿剤を塗りましょう

⒊ 入浴後だけでなく、顔や手を洗ったあと、食後に
口の周りを拭いたあと、おむつ部の清拭のあとな
ど、汚れをきれいにしたあとは保湿しましょう

②洗い方
⒈ 逆さにしても落ちないくらいに泡立てた
石けんで洗いましょう

⒉ 洗う時にガーゼやスポンジ、タオルは使
わずに、手でやさしくなでるように洗い
ましょう

『おかえり、栞の場所でまってるよ』標　語

①お風呂の入れ方
湯の温度はぬるめで長湯はしない
長湯は皮脂が落ちすぎてしまうの
で長くても5分までにしましょう
新生児  38度まで　
乳幼児  38 〜 40度まで

初 級

日　時　月2回金曜日　午後7時30分〜 9時
場　所　越前町生涯学習センター
講　師　イゴルキナ  ビクトリア 先生
受講料　一般　4,000円　国際交流協会員　3,000円
定　員　15人（随時募集）

中 級

11月7日
スタート

11月8日
スタート
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健康な暮らしのために



広報えちぜんは
「マチイロ」で配信中 丹念に調べたはずの誤字脱字	 木下百合子川 柳

保育所（園） 実　施　日 電話番号

朝 日 西 保 育 所 10月10日㈭ 34–5602

朝 日 南 保 育 所 10月16日㈬ 34–1614

あ さ ひ 保 育 所 10月 9 日㈬ 34–0081

あさがお保育園 10月 8 日㈫ 34–1110

宮崎中央保育所 10月15日㈫ 32–2067

小 曽 原 保 育 所 10月16日㈬ 32–2039

陶 の 谷 保 育 所 平日午前中 32–3014

西 徳 寺 保 育 園 10月24日㈭ 37–1354

四 ヶ 浦 保 育 園 平日午前中 37–0305

織 田 保 育 所 平日午前中 36–0160

はぎのこども園 平日午前中 36–0396

た い ら 保 育 園 平日午前中 36–0251
※内容などは、各保育所（園）にお問い合わせください。

（
敬
称
略
、
9
月
15
日
現
在
）

（
9
月
15
日
現
在
）

人口と世帯
（9月1日現在）

人　口 21,383人

　男 10,390人
　女 10,993人
世帯数 7,246戸

（前月より27人減）

なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

　

こ
の
写
真
は
、
8
月
8
日
に
越
前
町
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
「
親
子
体
験
ツ

ア
ー
」
の
1
コ
マ
で
す
。

　

こ
の
ツ
ア
ー
に
は
、
21
組
の
親
子
が
参
加

し
、
新
し
く
統
合
さ
れ
た
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

で
調
理
場
内
の
探
検
と
調
理
体
験
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

調
理
場
内
の
探
検
は
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

形
式
で
行
わ
れ
、
７
０
０
人
分
の
汁
物
を
作

れ
る
巨
大
な
釜
を
見
た
り
、
マ
イ
ナ
ス
15
度

の
冷
凍
庫
に
入
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　
調
理
体
験
で
は
、
ピ
ザ
ト
ー
ス
ト
、
ジ
ュ
リ

ア
ン
ス
ー
プ
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。「
ジ
ュ

リ
ア
ン
」
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
「
女
性
の
髪

の
よ
う
に
細
い
」
と
言
う
意
味
で
、
ス
ー
プ
に

使
う
材
料
は
す
べ
て
大
き
な
ス
ラ
イ
サ
ー
で
千

切
り
に
し
ま
し
た
。
ピ
ザ
ト
ー
ス
ト
は
、
ひ
と

り
ひ
と
り
が
食
パ
ン
の
上
に
具
材
を
乗
せ
、
大

き
な
オ
ー
ブ
ン
で
一
斉
に
焼
き
ま
し
た
。
デ

ザ
ー
ト
に
す
い
か
を
加
え
、
で
き
あ
が
っ
た
献

立
を
み
ん
な
で
試
食
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
親
子
は
、
み
ん
な
笑
顔
で
、
ま

た
参
加
し
た
い
と
の
声
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
聞

こ
え
て
き
ま
し
た
。

表
紙
の
写
真

　
10
月
に
入
り
、
暑
さ
も
和や
わ

ら
い
で
過
ご
し
や

す
い
季
節
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
読
書
の
秋
と

い
う
こ
と
で
、
1
冊
ぐ
ら
い
は
今
年
の
話
題
作

を
読
も
う
と
本
屋
の
小
説
コ
ー
ナ
ー
に
足
を

運
ぶ
も
の
の
、
本
の
帯
や
棚
に
飾
ら
れ
た
ポ
ッ

プ
広
告
を
見
て
満
足
し
、
い
つ
も
の
漫
画
を

購
入
し
て
帰
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

編
集
後
記

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
75

―
重
文  

相
木
家
住
宅
茅
葺
補
修
工
事
見
学
会
編
④ 

―

※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。

問合せ先　丹南ケーブルテレビ㈱
　　　　　番組制作課　☎51–0101

10月の越前町関連の番組放送予定

たんなんスマイルＴＶ（デジタル091ch）

※町公式動画チャンネルで、「いきいき情報局」
を放送開始日から同時配信中！

  バックナンバーを含め、いつでも「いきい
き情報局」がご覧いただけます。

丹 南 ケ ー ブ ル テ レ ビ ガ イ ド
知ってる人が

出演してるかも？

学芸員 K

Ｅ子

Ｅ
子 

今
回
の
工
事
で
は
ど
れ
く
ら
い
の
量
の
茅か

や

を
使
う

の
で
す
か
？

学
Ｋ 

長
さ
１
５
０
㎝
以
上
の
山
茅
を
直
径
66
㎝
以
上
の

束
に
し
た
も
の
を
2
尺
締
め
と
い
う
の
で
す
が
、そ

れ
を
３
９
３
束
使
い
ま
す
。
ち
な
み
に
平
成
18
年

の
全
面
葺
替
の
時
は
、千
束
以
上
使
用
し
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

た
く
さ
ん
使
う
の
で
す
ね
。で
も
、山
茅
っ
て
確
か

ス
ス
キ
の
こ
と
で
す
よ
ね
？
そ
の
辺
に
も
生
え
て

い
ま
す
ね
。

ふ
く
い
ヘ
リ
協　
そ
う
な
の
で
す
。
こ
の
家
が
建
て
ら
れ

た
当
時
は
、山
茅
は
地
域
の
人
た
ち
が
協
力
す
れ
ば

簡
単
に
手
に
入
る
材
料
で
し
た
。だ
か
ら
こ
そ
、茅

葺
の
家
は
長
い
間
、住
居
と
し
て
作
ら
れ
て
き
た
の

で
す
。

 

今
も
確
か
に
山
茅
は
そ
の
辺
に
生
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、先
ほ
ど
学
芸
員
Ｋ
さ
ん
が
言
っ
た
規
格
に

あ
う
も
の
を
、屋
根
一
つ
葺
け
る
だ
け
集
め
る
の
は

大
変
で
す
。

学
Ｋ 

茅
場
は
た
だ
茅
が
生
え
て
い
る
場
所
で
は
な
く
て
、

良
質
な
茅
が
育
つ
よ
う
に
野
焼
き
を
行
っ
た
り
雑

草
を
刈
っ
た
り
、手
入
れ
を
し
て
保
た
れ
て
い
る
場

所
な
の
で
す
よ
。

Ｅ
子 

と
こ
ろ
で
、こ
の
家
が
建
て
ら
れ
た
当
時
っ
て
、い

つ
頃
な
の
で
す
か
？

学
Ｋ 

18
世
紀
前
半
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
の

中
頃
に
な
り
ま
す
。

Ｅ
子 

江
戸
時
代
！

学
Ｋ 

も
ち
ろ
ん
今
の
か
た
ち
が
、江
戸
時
代
の
そ
の
ま
ま

で
は
な
い
で
す
よ
。所
有
者
が
必
要
に
応
じ
て
、修

理
を
し
た
り
改
築
し
た
り
し
て
き
ま
し
た
。

Ｅ
子 

な
る
ほ
ど
。

学
Ｋ 

昭
和
47
年
の
解
体
修
理
の
際
に
、現
在
の
か
た
ち
に

復
元
し
た
の
で
す
。
し
か
し
当
時
は
所
有
者
ご
一

家
が
住
ん
で
い
ま
し
た
の
で
、建
設
当
初
の
か
た
ち

に
は
復
元
せ
ず
、昭
和
6
年
に
増
築
し
た
北
側
の
3

部
屋
は
残
し
ま
し
た
。

Ｅ
子 

い
き
な
り
住
ん
で
い
る
家
の
三
分
の
一
が
な
く

な
っ
た
ら
困
り
ま
す
も
の
ね
。

学
Ｋ 

た
だ
し
こ
の
部
分
は
、土
間
か
ら
北
側
へ
続
く
廊
下

と
仏
間
を
あ
わ
せ
て
、重
要
文
化
財
に
は
指
定
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

Ｅ
子 

一
軒
の
家
な
の
に
、重
要
文
化
財
の
部
分
と
そ
う
で

な
い
部
分
と
が
、混
ざ
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

学
Ｋ 

指
定
部
分
に
あ
っ
た
カ
マ
ド
、お
風
呂
場
、女
中
部

屋
は
、
取
り
壊
さ
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
当
初
の
か
っ
て

（
台
所
）、う
ま
や
の
状
態
に
復
元
さ
れ
ま
し
た
。

Ｅ
子 

カ
マ
ド
と
女
中
部
屋
は
と
も
か
く
お
風
呂
が
な
く

な
っ
ち
ゃ
っ
た
の
で
す
か
…
。
重
要
文
化
財
に
住

ん
で
い
る
の
っ
て
大
変
で
す
ね
。

学
Ｋ 

所
有
者
の
生
活
が
不
便
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
そ

う
い
っ
た
場
合
は
ち
ゃ
ん
と
代
わ
り
を
作
り
ま
す
。

当
時
の
報
告
書
に
よ
る
と
、住
宅
の
す
ぐ
隣
に
あ
る

蔵
に
、代
わ
り
の
お
風
呂
を
作
っ
て
い
ま
す
。

気
比
庄 

西に
し

端ば
た　

一い
っ

心し
ん

（
優
樹
、
男
）

気
比
庄 

中な
か

田た　

湊そ
う

大だ
い

（
良
幸
、
男
）

小　

倉 

野の

村む
ら　

一い

颯ぶ
き

（
啓
介
、
男
）

樫　

津 

山や
ま

下し
た　

楓ふ
う

奈な

（
英
晴
、
女
）

血
ケ
平 

田た

中な
か　

華か

音の

（
康
紀
、
女
）

新　

保 

出で

倉ぐ
ら　

颯そ
う

士し

（
宙
、
男
）

小　

樟 

濵は
ま

野の

寿す

ず々

花か

（
弘
樹
、
女
）

杉
の
花 

増ま
す

永な
が　

愛あ

実み

（
宏
輝
、
女
）

三　

崎 

佐さ

さ々

木き

璃り
い

咲さ

（
庸
平
、
女
）

赤
井
谷 

井い
の

上う
え　

　

俊し
ゅ
ん

（
葉
子
、
男
）

東
内
郡 

近
江
ヨ
シ
ヲ
さ
ん
（
106
歳
）

朝　

日 

久
保　

孝
一
さ
ん
（
84
歳
）

朝　

日 

三
上　
　

豊
さ
ん
（
68
歳
）

気
比
庄 

青
山
こ
ゆ
き
さ
ん
（
94
歳
）

田　

中 

加
藤
と
よ
子
さ
ん
（
93
歳
）

乙　

坂 

小
林　

絹
江
さ
ん
（
89
歳
）

乙　

坂 

近
藤　
　

治
さ
ん
（
88
歳
）

小
曽
原 

上
杉　
　

力
さ
ん
（
77
歳
）

小
曽
原 

山
内
タ
キ
ヲ
さ
ん
（
88
歳
）

梅　

浦 

井
藤　

政
良
さ
ん
（
88
歳
）

小　

樟 

濵
野　

末
吉
さ
ん
（
102
歳
）

大　

樟 

米
沢　

遲
松
さ
ん
（
89
歳
）

茂　

原 

山
本
金
次
郎
さ
ん
（
91
歳
）

下
河
原 

友
葊
ふ
み
子
さ
ん
（
84
歳
）

大
王
丸 

上
坂　

智
里
さ
ん
（
85
歳
）

■ 丹南キッズ～ことばのタイムカプセル～
あさひ保育所① 【10月5日㈯～10月11日㈮】
あさひ保育所② 【10月12日㈯～10月18日㈮】

■ 「Jr.+（ジュニアプラス）」
熱中！スポーツキッズ
朝日野球スポーツ少年団

【10月5日㈯～10月11日㈮】
糸生小学校　古代米稲刈り体験

【10月26日㈯～11月1日㈮】

■ 「越前町いきいき情報局」
①7：55～　　②12：55～
③19：55～　 毎日5分間放送中！
えちぜん男女共同参画のつどい

【10月1日㈫～10月11日㈮】
食育フェア＆いきいき健康フェア

【10月12日㈯～10月25日㈮】
越前蟹と水仙の文学コンクール作品募集

【10月26日㈯～11月8日㈮】

▲設計監理者（ONO 建築設計工房）と技術指導者（（公財）
　文化財建造物保存技術協会）による材料検査（山茅）
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送迎バス運行表

※送迎バスをご利用の方は、事前に男女共同参画・人権室へご連絡をお願いします。

生涯学習センター
糸生分館発
8：40

生涯学習センター
糸生分館着
13：10予定

越前町役場
9：00

上記各停留所を経由

宮崎コミュニティ
センター
9：15

越前コミュニティ
センター発
9：00

織田コミュニティ
センター
9：30

越前サブコミュニティ
センター
9：10

山中児童館
9：30

会場着
9：40

会場着
9：40

会場発
12：10

越前コミュニティ
センター着
12：45予定

上記各停留所
を経由

会場発
12：10

織田・宮崎ルート 越前・織田ルート
行　き

帰　り

行　き

帰　り

利用状況などにより時刻が前後することがありますので、ご注意ください。

問合せ先　男女共同参画・人権室　☎34–8715

海
み
土
ど
里
り
織りなすふるさと越前町

男女共同参画都市宣言
わたしたちは、お互いの人権を尊重し、認めあい、

誰もが性別に関わりなく個性と能力を発揮できるまちをめざして、
ここに男女共同参画都市を宣言します。

1.	家事・子育て・介護は家族みんなで分かち合い、協力しあう家庭づ
くりをめざします。

2.	昔からの役割や慣習にとらわれず、誰もが参画できる地域づくりを
進めます。

3.	お互いの個性や認めあい、誰もが意欲や能力を発揮できる職場づく
りに努めます。

4.	幼い頃から、自立・平等の意識をはぐくみ、思いやりのある人づく
りをめざします。

5.	世界の平和を願い、民族や文化の違いを理解し、共に生きるまちを
めざします。

　 平成19年12月1日
越  前  町　　
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えちぜん晴れ晴れ日記
地域おこし協力隊 鈴木君の

原木椎茸の現場を体験してきましたact.3

Echizen sunny sunny diary

発
行

／
越

前
町

役
場

　
  編

集
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務

課
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916
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井

県
丹

生
郡

越
前
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田
中

13
−

5
−

1
TEL 0778

‒34
‒1234㈹
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 0778
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‒1236

大豆油インキで印刷しています
再生紙を使用しています
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町ホームページ
http：//www.town.echizen.fukui.jp
過去の広報えちぜんも
町ホームページでご覧いただけます。

（携帯電話用）

町ホームページQRコード 町公式動画チャンネルQRコード

（スマートフォン用） （スマートフォン用）

★	お散歩は季節を感じる自然とのかかわりでいっぱい！	★

越前陶芸村

小曽原保育所
～散歩編～

No.30すくすく通信すくすく通信

　こんにちは。地域おこし協力隊の鈴木宏
ひろ

優
まさ

です。
　今回は、町の特産品である原木椎茸の現場を体験してきました。

しいたけクイズ
原木栽培と菌

き ん

床
しょう

栽培の違いってなに？
原木栽培… 文字どおり木に植菌する方法。原木ならでは

の風味や香りがあり、肉厚なのが特徴です。

菌床栽培… おがくずや米ぬかなどを固めたブロック
に植菌する方法。クセがなく、やわら
かいので、大人から子どもまで食べ
やすいのが特徴です。

これが原木しいた
けのほだ木です。
木にドリルで穴を
あけ、種

たね

駒
ごま

を打ち
込んで植菌します。
少しずつ原木に発

はっ

菌
きん

しましたね！

ここは原木しいたけ
のほだ場です。原木
を組み木して収穫ま
で保管します。
温度や湿度など、環
境に合わせ場所を替
える大変な作業です。

朝日西保育所で園児たち

に原木椎茸の植菌につ

いて教えている、しいた

け農家の松島孝
こう

治
じ

さん。

毎日暑い中、美味しい椎

茸をみなさんに届け

るためがんばってい

ます。園児たちも

興味津々でした。

水上山公園は、里山の風景が凝縮された
安心して遊べる穴場スポットですよ。

ひまわりの小径

若竹荘ひろば

水上山公園
秋は紅葉、

どんぐり品評会
森林浴最高！
ワクワクドキドキ
がいっぱい。

オブジェで
かくれんぼ

あそびに
きてねー！

モリアオ
ガエルの卵

お弁当もって
こようよ！
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